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本評価における対象設備等の耐震重要度分類と評価上の扱い（１／２） 

耐震 

クラス 
設備等の名称 

本評価での扱い 

評価上の扱い 
評価対象 

（炉心／SFP） 

Ｓ 

i) 原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する機器･配管系 

・ 原子炉容器 
・原子炉格納容器は水密化されており、

津波単独事象で、これらの機能が喪失す

ることはないと評価 

評価対象外 
・ 蒸気発生器 

・ １次冷却材ポンプ 

・ 加圧器 

ii) 使用済燃料を貯蔵するための施設 

・ 使用済燃料ピット 
・使用済燃料ピットは、津波単独事象で

その機能が喪失することはないと評価 
評価対象外 

・ 使用済燃料ピット補給水系 

・緩和系：ＳＦＰにある燃料の重大な損

傷を防止する収束シナリオの緩和系（フ

ロントライン系）として考慮（※Ａ） 

評価対象 

（ＳＦＰ） 

iii)原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するための施設、および原子炉の

停止状態を維持するための施設 

・ 制御棒クラスタおよび 

制御棒駆動装置 

・原子炉格納容器は水密化されており、

津波単独事象で、これらの機能が喪失す

ることはないと評価 
評価対象外 

・ ほう酸注入（移送）系 

・緩和系：炉心にある燃料の重大な損傷

を防止する収束シナリオの緩和系（フロ

ントライン系）として考慮（※Ｂ） 

評価対象 

（炉心） 

iv)原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

・ 主蒸気系 

（蒸気発生器～主蒸気隔離弁） 
・緩和系：※Ｂ 

評価対象 

（炉心） 

・ 主給水系 

（主給水逆止弁～蒸気発生器） 
・緩和系：※Ｂ 

評価対象 

（炉心） 

・ 補助給水系 ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

・ 補助給水タンク ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

・ 余熱除去系 ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

v)原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

・ 安全注入系 ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

・ 余熱除去系（ＥＣＣＳ） ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

・ 燃料取替用水タンク 

・緩和系：炉心およびＳＦＰにある燃料

の重大な損傷を防止する収束シナリオ

の緩和系（サポート系）として考慮(※

Ｃ) 

評価対象 

（炉心／SFP） 
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本評価における対象設備等の耐震重要度分類と評価上の扱い（２／２） 

耐震 

クラス 設備等の名称 
本評価での扱い 

評価上の扱い 
評価対象 

（炉心／SFP） 

Ｓ 

 

vi)原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故の際に、圧力障壁となり放射性物質の放散を直

接防ぐための施設 

・原子炉格納容器 
・原子炉格納容器は、津波単独事象で 

その機能が喪失することはないと評価。 
評価対象外 

vii) 放射性物質の放出を伴うような事故の際に、その外部放散を抑制するための施設で

直接防ぐための施設で上記 vi)以外の施設 

・格納容器スプレイ系 ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

・燃料取替用水タンク（再掲） ・緩和系：※Ｃ 
評価対象 

（炉心／SFP） 

viii) 補助設備 

・ 原子炉補機冷却水系 

・起因事象：「補機冷却水の喪失」とし

て考慮 

・緩和系：※Ｃ 

評価対象 

（炉心／SFP） 

・原子炉補機冷却海水系 

・起因事象：「補機冷却水の喪失」とし

て考慮 

・緩和系：※Ｃ 

評価対象 

（炉心／SFP） 

・非常用電源 ・緩和系：※Ｃ 
評価対象 

（炉心／SFP） 

・計装設備 ・緩和系：※Ｃ 
評価対象 

（炉心／SFP） 

・制御用空気系 ・緩和系：※Ｂ 
評価対象 

（炉心） 

Ｂ ・ 使用済燃料ピット冷却系 

・起因事象：「ＳＦＰ冷却機能喪失」と

して 考慮 

・緩和系：※Ａ 

評価対象（SFP） 

その他 

iv)その他 

耐震Ｂ、Ｃクラス設備 

（上記「使用済燃料ピット冷

却系」を除く） 

・起因事象、影響緩和事象に関連のある

もの 

評価対象 

（炉心／SFP） 

 

 



添付 5-(2)-2 

（1/29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊発電所 設計津波高さに関する算定根拠説明資料 
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1 評価方法  

想定津波による水位変動の評価は、土木学会（ 2002） (1)に基づき実施した。

評価フローを第 1-1 図に示す。  

既往津波について、文献調査を基に敷地周辺に影響を及ぼしたと考えられる

津波を抽出し、数値シミュレーションを行うことにより既往津波の再現性の検

討を行い、解析モデルおよび計算方法の妥当性確認を行う。  

次に、想定津波として文献調査ならびに敷地周辺の活断層調査結果に基づき、

海域活断層および日本海東縁部に想定される地震に伴う津波を設定し、これら

を対象としたパラメータスタディを行うことにより、敷地前面および各号機取

水口における水位変動を検討し、設計想定津波を確定する。  

さらに、この設計想定津波に潮位条件を考慮し、設計津波高さを設定する。  
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※：既往津波との検討 

・ 敷地において、設計想定津波の計算結果が既往津波の予測計算結果を上回ること。 

・ 敷地付近において、想定津波群の計算結果の包絡線が既往津波の痕跡高を上回ること。 

 

第 1-1 図 評価フロー 

 

開始
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痕跡高の吟味
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2 既往津波の再現性の確認  

2.1 文献調査  

文献 (2)～ (2 4)の調査結果より、日本海側で発生した既往津波のうち、敷地の

位置する北海道西岸に影響を及ぼしたと考えられる为な津波を抽出した。  

北海道西岸に大きな影響を与えたと考えられる津波には、1741 年（渡島
お し ま

西

岸）津波、 1792 年（後志
しりべし

）地震津波、 1940 年積丹
しゃこたん

半島沖地震津波、 1983 年

日本海中部地震津波および 1993 年北海道南西沖地震津波がある。  

このうち、敷地付近で津波高が記録されているのは、1940 年積丹半島沖地

震津波、 1983 年日本海中部地震津波および 1993 年北海道南西沖地震津波で

ある。  

1940 年積丹半島沖地震津波では泊村で 1.2m（齋藤（ 1941）(16)）、岩内
いわない

町で

1.7m（宮部（ 1941） (17)）、 1983 年日本海中部地震津波では泊村で 1.39m（東

北大学（ 1984） (19)）、岩内町で 1.21m（気象庁（ 1984） (20)）、また、 1993 年

北海道南西沖地震津波では泊村で 3.04m、岩内町で 3.56m（東北大学（ 1994）

(21)）が記録されている。  

敷地付近において津波高が不明な津波のうち、1741 年（渡島西岸）津波は、

津波規模ｍは 3 程度であり、1993 年北海道南西沖地震津波と同程度であるが、

敷地からの距離は遠く、奥尻
おくしり

島、茂津多
も っ た

岬等を回りこんで来襲することにな

るため、敷地では 1993 年北海道南西沖地震津波よりは津波高が小さかった

ものと考えられる。  

また、1792 年（後志）地震津波は、史料が少なく詳細は不明であるが、地

震規模Ｍが 7.1 程度と小さいことから、その津波高は積丹半島北東岸で局所

的に高かったもので、敷地付近においては 1993 年北海道南西沖地震津波の

津波高を超えるものではないと考えられる。  

 

2.2 簡易予測式による津波高の検討  

既往津波が敷地に与える影響を推定するために、前述の为要な津波につい

て、以下に示す阿部（ 1989）（ 25）の簡易予測式により敷地において推定される

津波高（以下、「推定津波高」という。）を検討した。  

logＨｔ＝Ｍ Ｗ－ log⊿－ 5.35 

ここに、Ｈｔ：推定津波高（ m）  

ＭＷ：モーメントマグニチュード  
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   （なお、ＭＷの替わりに津波マグニチュードＭ ｔを用いる場合

には、ＭＷ＝Ｍｔ－ 0.2 として用いている。）  

⊿：震央からの海洋上の最短津波伝播距離（ km）  

である。  

算定にあたってのＭ ｗおよびＭ ｔについては、阿部（ 1999） (26 )による歴史

津波のＭｔも加え検討を行った。  

推定津波高の算定結果は、第 2-1 表に示すとおりであり、最大のものは 1993

年北海道南西沖地震津波による場合の 3.2m 程度である。  

なお、推定津波高の検討を実施した 5 個の既往津波のうち、宇佐美（ 2003）

(3)において、地震諸元の誤差の記述のある津波を対象として、誤差を考慮し

た敷地における推定津波高を算定した場合においても、第 2-1 表に示す結果

を超えるものではなく、最大のものは 1993 年北海道南西沖地震津波による

場合の 3.2m 程度である。  

 

2.3 数値シミュレーションの検証  

(1) 対象津波の選定  

既往津波に関する文献調査および簡易予測式による津波高の検討結果

から、敷地における推定津波高が最も大きい 1993 年北海道南西沖地震津

波を数値シミュレーションの検証の対象として選定した。  

 

(2) 津波の数値シミュレーション手法と条件  

津波の数値シミュレーション手法は、後藤ほか（ 1982）（ 30）に基づくこと

とした。津波の数値シミュレーションにおける为な計算条件を第 2-2 表に

示す。  

海底地形のモデル化に当たっては、日本水路協会（ 2006）（ 33）および当社

の深浅測量による敷地周辺の詳細な地形図等を用いて、長谷川ほか（ 1987）

（ 34）の方法に従い、水深と津波の周期から推定される津波の波長を基に、

計算格子分割を設定した。数値シミュレーションに用いた計算領域の格子

分割を第 2-3 図に示す。  

 

(3) 再現性の評価手法  

数値シミュレーションによる津波の再現性の評価に際しては、敷地周辺
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および沿岸における痕跡高と数値シミュレーションにより計算された津

波高を比較した。  

再現性の評価の指標としては、相田（ 1977）(35)による痕跡高と数値シミ

ュレーションにより計算された津波高との比から求める幾何平均値Ｋお

よびバラツキを表す指標κを用いた。  

以下に、幾何平均値Ｋおよびバラツキを表す指標κの算定式を示す。  
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ここに、Ｒｉはｉ番目の地点の観測値（痕跡高）であり、Ｈ ｉは数値シミ

ュレーションにより計算された津波高である。  

 

(4) 再現性の検討結果  

数値シミュレーションによる津波の再現性について、以下のとおり検討

した。  

1993 年北海道南西沖地震津波について、高橋ほか（ 1995）(29)の「 DCRC-26

モデル」を波源の断層モデルとして設定し、津波の再現計算を行った。  

東北大学（ 1994）(2 1)に示される北海道西岸（奥尻島を含む）における既

往津波高と、数値シミュレーションによる計算津波高の比較を第 2-4 図に

示す。  

この結果より、北海道西岸において、Ｋ＝ 0.93、κ＝ 1.37 が、また、 F

領域内（岩内・泊）において、Ｋ＝ 0.86、κ＝ 1.17 が得られたことから、

1993 年北海道南西沖地震津波に対する数値シミュレーションについて、良

好な再現性が確認できた。  

よって、数値シミュレーション手法が妥当であることを確認した。  
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第 2-1表 簡易予測式による歴史地震の推定津波高 

 

発生年 震央位置 1) 

津波の 

伝播距離 2) 

Δ (km) 

マグニチュード 
予測高 6) 

Ｈｔ 

(m) 

敷地近傍 

の痕跡高 

(m) 

 

Ｍ3) 

(d) 

阿部(1988、1999)4)  

ＭＷ
5) 

(c) 

ＭＷ 

(a) 

Ｍｔ 

(b) 

1741 年 

(寛保元年) 

41.6°N 

139.4°E 
197 6.9 － 8.4 － 2.3 － 

1792 年 

(寛政 4年) 

43 3/4°N 

140.0°E 
93 7.1 － － － 0.8 － 

1940 年 

(昭和 15年) 

44.25°N 

139.47°E 
160 7.5 7.5 7.7 － 0.9 1.2～1.7 

1983 年 

(昭和 58年) 

40°21.4′N 

139°04.6′E 
337 7.7 7.9 8.1 7.9 1.1 1.3～1.4 

1993 年 

(平成 5年) 

42°46.8′N 

139°11.0′E 
112 7.8 7.7 8.1 7.8 3.2 2.3～3.6 

 

1) 宇佐美（2003）(3)、宇津(1982)(5)および気象庁による震央位置。なお、宇佐美（2003）(3)

において、震央位置に幅のある場合には中央値を用いている。 

2) 震央から敷地までの海洋上の最短距離。1km単位に四捨五入した値を示している。 

3) 宇佐美（2003）(3)、宇津(1982)(5)および気象庁によるマグニチュード。 

4) 阿部(1988、1999)(27)、(26)によるモーメント･マグニチュードＭＷおよび検潮記録から決定

した津波マグニチュードＭｔ。なお、斜字で表したものは阿部(1999)(26)による遡上高から

決定した歴史津波のＭｔを表している。 

5) 佐藤ほか(1989)(28)および高橋ほか(1995)(29)による地震モーメントＭ０より算定したモー

メント･マグニチュードＭＷ。 

6) 予測高の算出の際に、マグニチュードは(a)のＭＷを採用することを基本とした。ただし、

(b)のＭｔから換算したＭＷの値が(a)のＭＷと異なる場合は、より大きな値を採用した。ま

た、(a)のＭＷおよび(b)のＭｔが無い場合は、(c)のＭＷを採用した。さらに、いずれの値

も無い場合は、(d)のＭから算定しており、ＭＷ＝ＭＳ＝(Ｍ－1.44)／0.79（阿部(1989)(25)）

によるＭＷを用いている。なお、阿部(1999)(26)による遡上高から決定した歴史津波のＭｔ

を用いる場合はＭＷ＝Ｍｔ－0.4、阿部(1988、1999)(27)、(26)による検潮記録から決定した津

波マグニチュードＭｔを用いる場合はＭＷ＝Ｍｔ－0.2 として、阿部(1989)(25)の予測式によ

り計算している。 

 なお、表中のハッチングは予測高の算定に採用したＭＷの根拠となるマグニチュードであ

る。 
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第 2-2表 計算条件一覧 

 

     領域 

項目 Ａ領域 Ｂ領域 Ｃ領域 Ｄ領域 Ｅ領域 Ｆ領域 Ｇ領域 

計算領域 日本海全域（南北約 1,500km、東西約 1,200km） 

計算格子間隔Δs 5 km 2.5 km 
833 ｍ 

(2500/3) 

278 ｍ 

(2500/9) 

93 ｍ 

(2500/27) 

31 ｍ 

(2500/81) 

10 ｍ 

(2500/243) 

計算時間間隔Δt 0.25 秒 

基礎方程式 線形長波 非線形長波 

沖合境界条件 自由透過 外側の大格子領域と、水位・流量を接続 

陸側境界条件 完全反射 
小谷ほか(1998)(31)の 

遡上境界条件 

初期条件 
地震断層モデルを用いて Mansinha and Smylie(1971)(32)の方法により計算

される海底地殻変位を初期水位として海面上に与える。 

海底摩擦 考慮しない 
マニングの粗度係数 ｎ＝0.03m-1/3･s 

（土木学会（2002）（1）） 

水平渦動粘性 考慮しない 係数 Ｋｈ＝105 cm2/s（土木学会（2002）（1）） 

計算潮位 
検証計算：T.P.±0.0ｍ 

予測計算：M.S.L.＝T.P.＋0.21ｍ 

計算時間 地震発生後 3時間 

基礎方程式：非線形長波［浅水理論］の連続式および運動方程式 
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ここに、ｘ、ｙ：水平座標   ｈ：静水深 

ｇ：重力加速度   Ｄ：全水深（＝ｈ＋η） 

η：静水面からの水位  ｎ：マニングの粗度係数 

Ｑｘ、Ｑｙ：ｘ、ｙ方向の線流量  Ｋｈ：水平渦動粘性係数 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2-3図 計算領域の格子分割
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第 2-4(1)図 北海道西岸における既往津波高と計算津波高の比較 －1993 年北海道南西沖地震津波－
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第 2-4(2)図 北海道西岸における既往津波高と計算津波高の比較 －1993 年北海道南西沖地震津波－
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第 2-4(3)図 北海道西岸における既往津波高と計算津波高の比較 －1993 年北海道南西沖地震津波－ 
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3 想定津波の検討  

津波の想定にあたっては、敷地周辺の海域活断層に想定される地震と日本海

東縁部に想定される地震に伴う津波を対象とする。  

 

3.1 海域活断層に想定される地震に伴う津波の検討  

簡易予測式により推定津波高が比較的大きくなる海域活断層を抽出し、土

木学会（ 2002） (1)を参考に、この断層モデルの諸条件を合理的と考えられる

範囲内で変化させた数値シミュレーションを実施するパラメータスタディ

を行った。  

 

(1) 簡易予測式による津波高の検討  

海域活断層に想定される地震に伴う津波については、敷地周辺の地質・

地質構造において、後期更新世以降の活動を考慮している断層のうち为要

なものを対象として、阿部（ 1989）（ 25）の簡易予測式により推定津波高を検

討した。  

海域活断層分布を第 3-1 図に、簡易予測式による推定津波高の算定フロ

ーを第 3-2 図に、推定津波高を第 3-3 表に示す。  

第 3-3 表に示すとおり、海域活断層に想定される地震に伴う津波で最も

大きい推定津波高は、ＦＢ－２断層による地震に伴う津波の約 2.6m である。 

 

(2) 数値シミュレーションによる津波高の検討  

簡易予測式により推定津波高が比較的大きくなるＦ Ｂ－２断層を対象と

して基準断層モデルを設定し、それに係る不確かさの因子である傾斜角、

すべり角および断層面上縁深さを変化させた数値シミュレーションを実

施するパラメータスタディを行った。  

これらの結果、敷地前面における最大水位上昇量は 6.24m、１号機およ

び２号機取水口における最大水位下降量は 3.36m、３号機取水口における

最大水位下降量は 3.41m である。  
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［活断層研究会（1991）（36）に一部加筆］ 

 

第 3-1 図 海域活断層分布 
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1) 断層幅の上限Ｗｔは、地震発生層の厚さＨｅを 15km とし、傾斜角δを 60°（30～60°のう

ちＭＷが最大となる値）とした際には、Ｗｔ＝Ｈｅ/sinδ＝17.3kmとなる。また、断層幅の

上限に対応する断層長さＬｔは、Ｌｔ＝1.5Ｗｔ＝26.0km となる。 

 

2) 断層幅の上限に対応するすべり量Ｄｔは、モーメントマグニチュードをＭＷｔ＝（logＬｔ＋

3.77）/0.75＝6.91、地震モーメントをＭ０ｔ＝10^（1.5ＭＷｔ＋9.1）＝2.95×1019Ｎｍ、剛

性率をμ＝3.50×1010Ｎ/ｍ2とした際には、Ｄｔ＝Ｍ０ｔ/（μＬｔＷｔ）＝1.87ｍとなる。 

 

 

第 3-2図 簡易予測式による推定津波高の算定フロー 

活断層調査結果より，対象
断層の位置と長さを設定

活断層の長さ

武村（1998）（37）の関係により
断層幅Ｗを算定

Ｌ/Ｗ＝1.5

断層幅の上限値に対応する断層長
さＬｔおよびすべり量Ｄｔよりすべ
り量Ｄを算定2)

Ｄ＝Ｄｔ×（Ｌ/Ｌｔ）

活断層の剛性率μにより地震モー
メントＭ０を算定

μ＝3.5×1010N/㎡
Ｍ０＝μＤＬＷ

武村（1998）（37）の関係により
地震モーメントＭ０を算定

logＭ０＝2.0 logＬ＋16.64
Ｌ∝Ｄ，Ｗ＝const.

地震モーメントＭ０からモーメントマグニチュードＭＷを算定［Kanamori（1977）(38)］
ＭＷ＝（logＭ０－9.1）/1.5

阿部（1989）（25）の予測式（日本海側）により推定津波高Ｈｔを算定
logＨｔ＝ＭＷ－log Δ－5.35 （Δ＞Δ0）
logＨｔ＝0.5ＭＷ－ 3.1         （Δ≦Δ0）

ここに，logΔ0＝0.5ＭＷ－2.25

断層幅が上限に
達していない時

Ｌ＜26.0km1) Ｌ≧26.0km1)

断層幅が上限に
達している時
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第 3-3表 海域活断層における推定津波高 

 

名 称 

断層 

長さ 

Ｌ 

（km） 

幅 

 

Ｗ 

（km） 

すべり 

量 

Ｄ 

（m） 

地震 

ﾓｰﾒﾝﾄ 

Ｍ０ 

（N･m） 

ﾓｰﾒﾝﾄ 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

ＭＷ 

津波の 

伝播距離 

Δ 

（km） 

推定 

津波高 

Ｈｔ 

（m） 

岩内堆東撓曲 23.7 15.8 1.69 2.21×1019 6.8 34 0.9 

寿都海底谷の断層 32 17.3 2.28 4.42×1019 7.0 44 1.1 

神威海脚西側の断層 31.5 17.3 2.24 4.28×1019 7.0 48 1.0 

ＦＢ－２断層 101 17.3 7.19 4.40×1020 7.7 85 2.6 
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3.2 日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の検討  

土木学会（ 2002） (1)を参考に、日本海東縁部で想定される地震規模に応じ

た波源の基準断層モデルを設定し、この断層モデルの諸条件を合理的と考え

られる範囲内で変化させた数値シミュレーションを多数実施するパラメー

タスタディを行った。  

 

(1) 基準断層モデルの設定  

第 3-4 図に示すように、日本海東縁部に想定される地震に伴う津波とし

て、東西幅 50km の帯状の発生海域を想定し、モーメントマグニチュード

ＭＷ＝ 7.85 の基準断層モデルを設定した。  

 

(2) 概略パラメータスタディ  

基準断層モデルを用いて、東西・南北位置、傾斜方向および走向を組み

合わせた多数の数値シミュレーションを実施した。  

これらの結果、敷地における最大水位上昇量は 9.48m、１号機および２

号機取水口における最大水位下降量は 5.22m、３号機取水口における最大

水位下降量は 5.60m である。  

 

(3) 詳細パラメータスタディ  

概略パラメータスタディのうち、最大水位上昇量および最大水位下降量

に関する上位ケースについて、傾斜角および断層面上縁深さを変化させた

場合の数値シミュレーションを実施した。  

これらの結果、敷地における最大水位上昇量は 9.55m、１号機および２

号機取水口における最大水位下降量は 5.83m、３号機取水口における最大

水位下降量は 6.06m である。  

最大水位上昇ケースの最大水位上昇量の分布および計算水位の時系列

変化を第 3-5 図および第 3-6 図に、１号機および２号機取水口における最

大水位下降ケースの最大水位下降量の分布および計算水位の時系列変化

を第 3-7 図および第 3-8 図に、３号機取水口における最大水位下降ケース

の最大水位下降量の分布および計算水位の時系列変化を第 3-9 図および第

3-10 図に示す。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3-4図 日本海東縁部の地震の活動域および基準とする波源位置とパターン 
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第 3-5図 最大水位上昇量の分布 

－日本海東縁部に想定される地震に伴う津波（最大水位上昇ケース）－ 
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第 3-6図 計算水位の時系列変化 

－日本海東縁部に想定される地震に伴う津波（最大水位上昇ケース）－
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第 3-7図 最大水位下降量の分布 

－日本海東縁部に想定される地震に伴う津波（１・２号機取水口最大水位下降ケース）－ 
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第 3-8図 計算水位の時系列変化 

－日本海東縁部に想定される地震に伴う津波（１・２号機取水口最大水位下降ケース）－ 
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第 3-9図 最大水位下降量の分布 

－日本海東縁部に想定される地震に伴う津波（３号機取水口最大水位下降ケース）－ 
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第 3-10図 計算水位の時系列変化 

－日本海東縁部に想定される地震に伴う津波（３号機取水口最大水位下降ケース）－ 
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4 設計津波高さの評価  

敷地前面における最高水位を与える設計想定津波（上昇側）は、日本海東

縁部に想定される地震に伴う津波で、最大水位上昇量は 9.55m であり、設計

津波最高水位は、朔望平均満潮位（ T.P.＋ 0.26m）を考慮すると T.P.＋ 9.8m

程度である。  

また、１号機および２号機取水口における最低水位を与える設計想定津波

（下降側）についても日本海東縁部に想定される地震に伴う津波で、最大水

位下降量は 5.83m であり、設計津波最低水位は、朔望平均干潮位（ T.P.－

0.14m）を考慮すると T.P.－ 6.0m 程度である。  

さらに、３号機取水口における最低水位を与える設計想定津波（下降側）

についても日本海東縁部に想定される地震に伴う津波で、最大水位下降量は

6.06m であり、設計津波最低水位は、朔望平均干潮位（ T.P.－ 0.14m）を考慮

すると T.P.－ 6.2m 程度である。  

なお、敷地において、設計想定津波の計算結果が既往津波の予測計算結果

を上回ること、および敷地付近において、想定津波群の計算結果の包絡線が

既往津波の痕跡高を上回ることを確認した。  
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T.P.31.3m 

・補助給水タンク 

T.P.10.3m 

・タービン動補助給水ポンプ 

・非常用ディーゼル発電機（Ｂ号機） 

T.P.24.8m 

・蓄電池 

T.P.9.8m 

・安全補機開閉器室 
１，２号機建屋断面図（Ａ－Ａ断面） 

１号機建屋断面図（Ｂ－Ｂ断面） 

T.P.31.3m 

・使用済燃料ピット 

泊発電所１号機の敷地レベルと主要な機器等の配置レベル 

T.P.17.3m 

・中央制御室 

T.P.10.3m 

・非常用ディーゼル発電機（Ａ号機） 
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(1/4
) 

＊１フィードアンドブリードシナリオ

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

成功

主給水喪失 原子炉停止

補助給水による蒸気発生

器への給水

（電動またはタービン動）

加圧器逃がし弁

による熱放出

(手動・中央制御

室)

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による

再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

余熱除去ポンプによる

ブースティング

成功

失敗
炉心損傷

失敗

成功

失敗

炉心損傷

※破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

起因事象：主給水喪失

主蒸気逃がし弁に

よる熱放出

(自動／手動・中央

制御室)

失敗

成功

成功 充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による

原子炉への給水

失敗

成功

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

主蒸気逃がし弁に

よる熱放出

(自動／手動・中央

制御室)

主給水の回復

炉心損傷

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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(2/4
) 

* 1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

成功

成功

成功

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

補助給水による蒸気発

生器への給水

（電動またはタービン

動）

高圧注入による

原子炉への給水

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

冷却成功

非常用所内電源

からの給電

蓄圧注入による

ほう酸水の給水

炉心損傷

炉心損傷

失敗

炉心損傷

冷却成功

炉心損傷

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系によ

る冷却

*1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

余熱除去ポンプによ

るブースティング

成功

失敗

失敗

成功

失敗

炉心損傷

起因事象：外部電源喪失

補助給水による蒸気

発生器への給水

（タービン動（仮設ポ

ンプによる補助給水

タンクへの給水を含

む））

移動発電機車による給電

加圧器逃がし弁によ

る熱放出

(手動・中央制御室)

高圧注入による

再循環炉心冷却

* 2緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2緊急安全対策

シナリオへ移行* 2緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2 緊急安全対策シナリオ

外部電源喪失 原子炉停止

主蒸気逃がし弁によ

る熱放出

(自動／手動・中央制

御室)

主蒸気逃がし弁によ

る熱放出

(手動・現場)

 

 

 

 

 

 

 

各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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(3/4
) 

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

成功

過渡事象 原子炉停止

補助給水による蒸気発生

器への給水

（電動またはタービン動）

高圧注入による

原子炉への給水

加圧器逃がし弁

による熱放出

(手動・中央制御

室)

炉心損傷

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による

再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

余熱除去ポンプによる

ブースティング

成功

失敗
炉心損傷

成功

失敗

炉心損傷

起因事象：過渡事象

主蒸気逃がし弁による

熱放出

(自動／手動・中央制

御室)

失敗

成功

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

＊１フィードアンドブリードシナリオ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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(4/4
) 

＊１フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

成功

成功

補機冷却水の喪失

主蒸気逃がし弁による熱

放出

(自動／手動・中央制御室)

高圧注入による

原子炉への給水

加圧器逃がし弁に

よる熱放出

(手動・中央制御

室)

炉心損傷

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による

再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

* １ フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

余熱除去ポンプによる

ブースティング

成功

失敗

炉心損傷

原子炉補機冷却水系の

回復

失敗

成功

炉心損傷

成功

失敗

成功
成功

炉心損傷

失敗

炉心損傷

※破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

起因事象：補機冷却水の喪失

原子炉補機冷却水系の

回復

失敗 失敗

炉心損傷

補助給水による蒸気発生器

への給水

（電動またはタービン動（仮

設ポンプによる補助給水タ

ンクへの給水を含む））
原子炉停止

主蒸気逃がし弁による

熱放出

(手動・現場)

蓄圧注入によるほ

う酸水の給水

冷却成功

 

 

 

 

 

 

 

各起因事象におけるイベントツリー（津波：炉心損傷） 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【起因事象に関連する設備（炉心燃料損傷）】 

起因事象 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

補機冷却水

の喪失 

原子炉補機冷却海水ポンプ S CWP/B 浸水 6.0m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

原子炉補機冷却水ポンプ S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

主給水喪失 

復水ポンプ C T/B 浸水 －1.7m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

復水ブースタポンプ C T/B 浸水 －1.7m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

主給水ポンプ C T/B 浸水 4.3m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

給水ブースタポンプ C T/B 浸水 －1.7m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

過渡事象 
循環水ポンプ C CWP/B 浸水 8.9m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

復水器真空ポンプ C T/B 浸水 4.3m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

外部電源 

喪失 

主変圧器 C 屋外 浸水 10.0m 10.0m 10.0m 10.0m 1.02 

所内変圧器 C 屋外 浸水 10.0m 10.0m 10.0m 10.0m 1.02 

起動変圧器 C 屋外 浸水 10.0m 10.0m 10.0m 10.0m 1.02 

予備変圧器 C 屋外 浸水 10.2m 10.2m 10.2m 10.2m 1.04 

開閉所設備（66kV） C 屋外 浸水 10.2m 10.2m 10.2m 10.2m 1.04 

開閉所設備（275kV） C 屋外 浸水 85.0m 85.0m 85.0m 85.0m 8.67 

注１）浸水口高さ（対策前）：緊急安全対策前の浸水経路の高さ。屋内機器については建屋への浸水経路の高さを示す。 

   浸水口高さ（対策後）：緊急安全対策後の浸水経路の高さ。屋内機器については建屋への浸水経路の高さを示す。 

許容津波高さ：設置高さと浸水口高さ（対策後）のうち高い方とする。 

注２）CWP/B：循環水ポンプ建屋、A/B：原子炉補助建屋、R/B：原子炉建屋、T/B：タービン建屋、C/V：原子炉格納容器、RWST/B：燃料 

取替用水タンク建屋 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【起因事象に関連する設備（炉心燃料損傷）】 

起因事象 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

炉心損傷直結 

原子炉保護系計器ラック S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

原子炉安全保護盤 S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

主盤 S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

原子炉補助盤 S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

中央制御室外原子炉停止盤 S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

１次系補助リレーラック S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

安全保護系シーケンスキャビネット S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

安全保護系補助リレーラック S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

原子炉ソレノイド用直流分電盤 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【起因事象に関連する設備（ＳＦＰ燃料損傷）】 

起因事象 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

補機冷却水

の喪失 

原子炉補機冷却海水ポンプ S CWP/B 浸水 6.0m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

原子炉補機冷却水ポンプ S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ＳＦＰ冷却

機能喪失 

使用済燃料ピットポンプ B R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

使用済燃料ピットポンプ現場盤 B R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

使用済燃料ピット冷却器 B R/B － 10.3m － － － － 

外部電源 

喪失 

主変圧器 C 屋外 浸水 10.0m 10.0m 10.0m 10.0m 1.02 

所内変圧器 C 屋外 浸水 10.0m 10.0m 10.0m 10.0m 1.02 

起動変圧器 C 屋外 浸水 10.0m 10.0m 10.0m 10.0m 1.02 

予備変圧器 C 屋外 浸水 10.2m 10.2m 10.2m 10.2m 1.04 

開閉所設備（66kV） C 屋外 浸水 10.2m 10.2m 10.2m 10.2m 1.04 

開閉所設備（275kV） C 屋外 浸水 85.0m 85.0m 85.0m 85.0m 8.67 
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【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

原子炉停止 

原子炉トリップ遮断器盤 S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

格納容器圧力計 S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

加圧器圧力計 S C/V － － － － － － 

非常用所内

電源からの

給電 

ディーゼル発電機コントロー

ルセンタ 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ディーゼル機関（ディーゼル発

電機含む） 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ディーゼル発電機制御盤 S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

燃料油移送ポンプ S R/B 浸水 6.6m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

燃料油サービスタンク S R/B － 18.3m － － － － 

燃料油貯油槽 S 
屋外 

（地下） 
－ 3.3m － － － － 

空気だめ（始動空気） S R/B － 10.3m － － － － 

ディーゼル発電機出力電圧計 S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 
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【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

補助給水による蒸

気発生器への給水

（電動） 

補助給水タンク S R/B － 31.3m － － － － 

蒸気発生器水位計 S C/V － － － － － － 

電動補助給水ポンプ S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

電動補助給水ポンプ出口調節

弁（1V-FW-545A,B） 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

補助給水による蒸

気発生器への給水

（タービン動） 

補助給水タンク S R/B － 31.3m － － － － 

蒸気発生器水位計 S C/V － － － － － － 

タービン動補助給水ポンプ S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ電

動弁起動盤 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ駆

動蒸気入口弁（1V-MS-091A,B） 
S R/B 浸水 14.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

主蒸気逃がし弁

による熱放出 

（自動／手動・中

央制御室） 

主蒸気逃がし弁 S R/B 浸水 26.9m 10.3m 15.0m 26.9m 2.74 

１次冷却材高温側および低温

側温度計 
S C/V － － － － － － 

１次冷却材圧力計 S C/V － － － － － － 

主蒸気ライン圧力計 S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

充てん系によ

るほう酸の添

加 

充てんポンプ S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

充てんポンプ速度制御盤 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

充てんポンプ速度制御補助盤 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

充てんポンプクランクケース油ポ

ンプ及び減速機現場盤 
S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

再生熱交換器 S C/V － － － － － － 

封水注入フィルタ S A/B － 17.3m － － － － 

ほう酸ポンプ S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ほう酸ポンプ現場盤 S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ほう酸タンク S R/B － 10.3m － － － － 

ほう酸フィルタ S A/B － 17.3m － － － － 

加圧器水位計 S C/V － － － － － － 

緊急ほう酸注入弁（1V-CS-371） S A/B 浸水 13.9m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 



 

 

添
付

5-(2)-5 

(7/16) 

設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

余熱除去系

による冷却

／余熱除去

ポンプによ

るブーステ

ィング 

余熱除去ポンプ S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

余熱除去冷却器 S A/B － 17.3m － － － － 

１次冷却材高温側および低温側温度計 S C/V － － － － － － 

１次冷却材圧力計 S C/V － － － － － － 

余熱除去ポンプ燃料取替用水タンク側

入口弁（1V-SI-002A,B） 
S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

高圧注入ポンプ余熱除去冷却器側入口

弁（1V-SI-006A,B） 
S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

余熱除去ライン入口止め弁

（1PCV-410,420） 
S C/V － － － － － － 

余熱除去ポンプ入口 C/V内側隔離弁

（1V-RH-002A,B） 
S C/V － － － － － － 

余熱除去ポンプ再循環サンプ側入口弁

（1V-RH-008A,B） 
S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

原子炉容器低圧注入ライン C/V 外側隔

離弁（1V-RH-036A,B） 
S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

余熱除去ライン C/V外側隔離弁 

（1V-RH-041A,B） 
S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

余熱除去冷却器補機冷却水出口弁 

（1V-CC-228A,B） 
S A/B 浸水 24.8m 10.3m 15.0m 24.8m 2.53 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

高圧注入による原

子炉への給水／再

循環炉心冷却 

高圧注入ポンプ S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ほう酸注入タンク S R/B － 18.3m － － － － 

高圧注入ポンプ燃料取替用水

タンク側入口弁 

（1V-SI-001A,B） 

S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

高圧注入ポンプ第一ミニフロ

ー弁（1V-SI-015A,B） 
S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ほう酸注入タンク入口弁 

（1V-SI-025A,B） 
S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

ほう酸注入タンク出口 C/V 外

側隔離弁（1V-SI-030A,B） 
S R/B 浸水 20.8m 10.3m 15.0m 20.8m 2.12 

原子炉容器高圧注入 C/V 外側

隔離弁（1V-SI-050A,B） 
S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

加圧器逃がし弁に

よる熱放出（手

動・中央制御室） 

加圧器逃がし弁 S C/V － － － － － － 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

格納容器スプレ

イによる格納容

器除熱／再循環

格納容器冷却 

格納容器圧力計 S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

格納容器スプレイポンプ S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

よう素除去薬品タンク S A/B － 17.3m － － － － 

格納容器スプレイヘッダ S C/V － － － － － － 

格納容器スプレイ冷却器 S A/B － 17.3m － － － － 

格納容器スプレイポンプ燃料

取替用水タンク側入口弁 

（1V-CP-001A,B） 

S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

格納容器スプレイポンプ再循

環サンプ側入口弁 

（1V-CP-003A,B） 

S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

格納容器スプレイ冷却器出口 C

/V外側隔離弁（1V-CP-046A,B） 
S R/B 浸水 18.3m 10.3m 15.0m 18.3m 1.86 

格納容器スプレイ冷却器補機

冷却水出口弁（1V-CC-248A,B） 
S A/B 浸水 24.8m 10.3m 15.0m 24.8m 2.53 
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【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

補助給水によ

る蒸気発生器

への給水（電動

またはタービ

ン動（仮設ポン

プによる補助

給水タンクへ

の 給 水 を 含

む）） 

補助給水タンク S R/B － 31.3m － － － － 

蒸気発生器水位計 S C/V － － － － － － 

電動補助給水ポンプ S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

電動補助給水ポンプ出口調節弁 

（1V-FW-545A,B） 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ電動弁起

動盤 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ駆動蒸気

入口弁（1V-MS-091A,B） 
S R/B 浸水 14.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

仮設ポンプ、ホース等 － 屋外 浸水 31.0m － 31.0m 31.0m 3.16 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

補助給水による蒸

気発生器への給水

（タービン動（仮設

ポンプによる補助

給水タンクへの給

水を含む）） 

補助給水タンク S R/B － 31.3m － － － － 

蒸気発生器水位計 S C/V － － － － － － 

タービン動補助給水ポンプ S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ電動

弁起動盤 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

タービン動補助給水ポンプ駆動

蒸気入口弁（1V-MS-091A,B） 
S R/B 浸水 14.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

仮設ポンプ、ホース等 － 屋外 浸水 31.0m － 31.0m 31.0m 3.16 

 



 

 

添
付

5-(2)-5 

(12/16) 

設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

主蒸気逃がし

弁による熱放

出（手動・現場） 

主蒸気逃がし弁 S R/B 浸水 26.9m 10.3m 15.0m 26.9m 2.74 

１次冷却材高温側および低温側温度計 S C/V － － － － － － 

１次冷却材圧力計 S C/V － － － － － － 

蓄圧注入によ

るほう酸水の

給水 

蓄圧タンク S C/V － － － － － － 

１次冷却材高温側および低温側温度計 S C/V － － － － － － 

１次冷却材圧力計 S C/V － － － － － － 

移動発電機車

による給電 

移動発電機車 － 屋外 浸水 31.0m － 31.0m 31.0m 3.16 

接続ケーブル － 屋外 浸水 31.0m － 31.0m 31.0m 3.16 

蓄圧タンク出口弁（1V-SI-090A,B） S C/V － － － － － － 
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設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【フロントライン系に関連する設備】 

ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

ＳＦＰ冷却系に

よる冷却 

使用済燃料ピットポンプ B R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

使用済燃料ピットポンプ現場盤 B R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

使用済燃料ピット冷却器 B R/B － 10.3m － － － － 

燃料取替用水ポ

ンプによる注水 

燃料取替用水ポンプ S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

燃料取替用水ポンプ現場盤 S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

燃料取替用水タンク S RWST/B － 24.8m － － － － 

燃料取替用水タ

ンクによる水源

の確保 

燃料取替用水タンク S RWST/B － 24.8m － － － － 

仮設ポンプによ

る注水 
仮設ポンプ、ホース等 － 屋外 浸水 31.0m － 31.0m 31.0m 3.16 
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【サポート系に関連する設備】 

サポート系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

6.6kV AC電源 メタクラ S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

440V AC 電源 

パワーセンタ S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

原子炉コントロールセンタ S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

動力変圧器 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

125V DC 電源 

ドロッパ盤 S A/B 浸水 24.8m 10.3m 15.0m 24.8m 2.53 

直流コントロールセンタ S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

直流分電盤 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

充電器盤 S A/B 浸水 24.8m 10.3m 15.0m 24.8m 2.53 

蓄電池 S A/B 浸水 24.8m 10.3m 15.0m 24.8m 2.53 

100V AC計装用電源 

計装用インバータ S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

計装用交流分電盤 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

計装用交流電源切替器盤 S A/B 浸水 9.8m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

 

 

 

 

 



 

 

添
付

5-(2)-5 

(15/16) 

設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【サポート系に関連する設備】 

サポート系 設備 
耐震 

クラス  

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

非常用所内電源 

ディーゼル発電機コントロー

ルセンタ 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ディーゼル機関（ディーゼル発

電機含む） 
S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ディーゼル発電機制御盤 S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

燃料油移送ポンプ S R/B 浸水 6.6m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

燃料油サービスタンク S R/B － 18.3m － － － － 

燃料油貯油槽 S 
屋外 

（地下） 
－ 3.3m － － － － 

空気だめ（始動空気） S R/B － 10.3m － － － － 

ディーゼル発電機出力電圧計 S A/B 浸水 17.3m 10.3m 15.0m 17.3m 1.76 

 



 

 

添
付

5-(2)-5 

(16/16) 

設計津波高さ（a）：9.8m 許容津波高さ評価結果 

【サポート系に関連する設備】 

サポート系 設備 
耐震 

クラス 

設置 
場所 

損傷 

モード 
設置高さ 

浸水口高さ 許容津波高さ 

(b3) 

裕度 

(b3/a倍) 
対策前
(b1) 

対策後
(b2) 

ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水ポンプ S A/B 浸水 3.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

原子炉補機冷却水冷却器 S A/B － 3.3m － － － － 

原子炉補機冷却水サージタンク S A/B － 35.0m － － － － 

原子炉補機冷却海水系 原子炉補機冷却海水ポンプ S CWP/B 浸水 6.0m 10.3m 10.3m 10.3m 1.05 

制御用空気系 

制御用空気圧縮機盤 S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

制御用空気圧縮機容量調節盤 S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

制御用空気圧縮機 S R/B 浸水 10.3m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

制御用空気だめ S R/B － 10.3m － － － － 

再循環切替 

燃料取替用水タンク水位計 S RWST/B 浸水 24.8m 10.3m 15.0m 24.8m 2.53 

格納容器再循環サンプ S C/V － － － － － － 

格納容器再循環サンプ出口 C/V

外側隔離弁（1V-RH-004A,B） 
S R/B 浸水 9.0m 10.3m 15.0m 15.0m 1.53 

ＲＷＳＴ 燃料取替用水タンク S RWST/B － 24.8m － － － － 

 

  



6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100V AC計装用電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源

外部電源系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＣＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○

再循環切替 ○ ○

ＲＷＳＴ ○ ○

主蒸気逃がし弁
による熱放出

（自動/手動・中
央制御室）

充てん系に
よるほう酸

の添加

余熱除去系
による冷却

加圧器逃がし
弁による熱放
出（手動・中
央制御室）

格納容器
スプレイ
による格
納容器除

熱

高圧注入に
よる再循環
炉心冷却

格納容器ス
プレイによ
る再循環格
納容器冷却

サ
ポ
ー

ト
系

高圧注入に
よる原子炉
への給水

余熱除去ポ
ンプによる
ブースティ

ング

主給水喪失

フロントライン系

原子炉
停止

補助給水による蒸
気発生器への給水
（電動またはター

ビン動）

添
付

5-
(2)

-
6
 
 
 

 

(1/4)
 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 



6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100V AC計装用電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外部電源系

ＣＣＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○

再循環切替 ○ ○

ＲＷＳＴ ○ ○

外部電源喪失

原子炉
停止

移動発電
機車によ
る給電

高圧注入に
よる原子炉

の給水

加圧器逃がし
弁による熱放
出（手動・中
央制御室）

格納容器ス
プレイによ
る格納容器

除熱

高圧注入に
よる再循環
炉心冷却

格納容器ス
プレイによ
る再循環格
納容器冷却

補助給水によ
る蒸気発生器
への給水

（タービン動
（仮設ポンプ
による補助給
水タンクへの
給水を含
む））

充てん系
によるほ
う酸の添

加

余熱除去
系による
冷却

主蒸気逃が
し弁による
熱放出

（手動・現
場）

蓄圧注入に
よるほう酸
水の給水

フロントライン系

サ
ポ
ー

ト
系

非常用所
内電源か
らの給電

補助給水
による蒸
気発生器
への給水
（電動ま
たはター
ビン動）

主蒸気逃
がし弁に
よる熱放
出（自動/
手動・中
央制御
室）

余熱除去ポ
ンプによる
ブースティ

ング

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 

添
付
5
-(
2
)-

6 
 
 
 

(
2
/
4
) 



6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100V AC計装用電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源

外部電源系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＣＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○

再循環切替 ○ ○

ＲＷＳＴ ○ ○

充てん系によ
るほう酸の添

加

余熱除去系に
よる冷却

高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁に
よる熱放出（手
動・中央制御室）

格納容器スプレ
イによる格納容

器除熱

余熱除去ポン
プによるブー
スティング

高圧注入によ
る再循環炉心

冷却

格納容器スプ
レイによる再
循環格納容器

冷却

サ
ポ
ー

ト
系

過渡事象

フロントライン系

原子炉
停止

補助給水による蒸
気発生器への給水
（電動またはター

ビン動）

主蒸気逃がし弁
による熱放出
（自動／手動・
中央制御室）

添
付
5
-(2)

-
6 

 
 
 

(3/4)
 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 



6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100V AC計装用電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源

外部電源系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＣＣＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○

再循環切替 ○ ○

ＲＷＳＴ ○ ○

サ
ポ
ー

ト
系

高圧注入によ
る再循環炉心

冷却

高圧注入に
よる原子炉
の給水

蓄圧注入に
よるほう酸
水の給水

格納容器スプ
レイによる再
循環格納容器

冷却

フロントライン系

主蒸気逃がし弁
による熱放出
（自動/手動・
中央制御室）

充てん系に
よるほう酸
の添加

余熱除去
系による
冷却

加圧器逃がし
弁による熱放
出（手動・中
央制御室）

余熱除去ポ
ンプによる
ブースティ

ング

格納容器
スプレイ
による格
納容器除

熱

補機冷却水の喪失

原子炉
停止

補助給水による蒸
気発生器への給水
（電動またはター
ビン動（仮設ポン
プによる補助給水
タンクへの給水を

含む））

主蒸気逃がし弁
による熱放出

（手動・現場）

添
付
5-

(
2
)-6

 
 
 

 

(
4
/
4
) 

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：炉心損傷） 



添
付
5-

(2)-7 
(
1/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

検出器等 

原子炉停止（フロントライン系） 

    ：原子炉停止 

    ：炉心損傷直結起因事象 
原子炉安全保護盤の機能損傷は炉心損傷直結の要因として考慮 

原子炉トリップ信号 

燃料 

制御棒 

原子炉安全 

保護盤 

制御棒 

燃料 

遮断器開放により、電源
供給で保持されていた制
御棒保持機構が解放され、
制御棒は自重で落下する。
（原子炉自動停止） 

原子炉 

トリップ 

遮断器盤 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 



添
付
5-

(2)-7 
(
2/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

非常用所内電源からの給電（フロントライン系） 

燃料油 

サービス 

タンク 

ディーゼル 

発電機制御盤 

ディーゼル発電機 

コントロールセンタ 

②-2：440V AC電源
（電力供給）   

⑥：海水系（内燃機関冷却） 

DG関連配管 

（燃料油配管等） 

燃料油 

移送ポンプ 

燃料油貯油槽 

ディーゼル発電機 

出力電圧計 

発電機 

安全系高圧母線 

安全系機器等 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 

③-1：125V DC電源（運転） 
③-3：125V DC電源（起動） 
④-1：100V AC計装用電源（制御） 

ディーゼル機関 

（ディーゼル発電機 

含む） 

空気だめ 

（始動空気） 



添
付
5-

(2)-7 
(
3/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水（電動）（フロントライン系） 

1V-FW-545A,B 

※：電動補助給水ポンプは1基のS/G水位低により起動 

電動補助給水ポンプ※ 

 

蒸
気
発
生
器 LI 

蒸気発生器 

水位計 

M 

M 

主
給
水
系
統

 

主給水系配管 

M 

②-2：440V AC電源 

 （弁操作） 

M 

補助給水系配管 

給水入口管台 

補助 

給水 

タンク 

タービン動 

補助給水ポンプ 

D.C 

SG水位低信号（自動起動） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

   （ポンプ起動用（遮断器投入）） 

④-1：100V AC計装用電源  

   （SG水位監視） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 



添
付
5-

(2)-7 
(
4/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動）（フロントライン系） 

1V-MS-091A 

1V-MS-091B 

※：タービン動補助給水ポンプは2基のS/G水位低により起動 

 

蒸
気
発
生
器 LI 

蒸気発生器 

水位計 

D.C M 

M 

主
給
水
系
統

 

主給水系配管 

M 

タービン動補助給水ポンプ※ 

主蒸気管A 

主蒸気管B 

D.C 

D.C 
M 

M 

M 
主蒸気系配管 

M 

タービン動 

補助給水ポンプ 

電動弁起動盤 

蒸気出口管台 

補助給水系配管 

補助 

給水 

タンク 

電動 

補助給水ポンプ 

D.C 

D.C 

F.O 

SG水位低信号（自動起動） 

③-1：125V DC電源 

 （ポンプ起動用 （起動弁開操作）） 

④-1：100V AC計装用電源  

   （SG水位監視） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 



添
付
5-

(2)-7 
(
5/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

高圧タービン 

 

蒸
気
発
生
器 

補助給水系統 

タービンバイパス等 

F.C 

主蒸気逃がし弁 

M
 

F.C 

主蒸気逃がし弁による熱放出（自動／手動・中央制御室）（フロントライン系） 

PI 主蒸気ライン圧力計 

③-2：125V DC電源（空気作動弁制御用電磁弁動作） 
⑦：制御用空気系 

  （主蒸気逃がし弁（空気作動弁）開放） 

プラント状態監視 

1次冷却材高温側および低温側温度計 

1次冷却材圧力計 

④-1：100V AC計装用電源 

④-1：100V AC計装用電源 

（主蒸気圧力監視） 

主蒸気隔離弁 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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(
6/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

②-2：440V AC電源
（ポンプ運転） 

②-2：440V AC電源 

 （弁動作） 

ほう酸タンク 

ほう酸ポンプ 

1次系 

純水 

タンク 

M
 

RCS 

充てんポンプ 

ほう酸フィルタ 

充てんポンプ 

速度制御盤 

充てんポンプ 

速度制御補助盤 

体積制御タンク 

充てん系配管 

ほう酸ポンプ現場盤 

F 

M
 

1V-CS-371 

RCS 

低温側 

再生熱交換器 

封水注入 

ライン 
封水注入フィルタ 

F 

M 

1次冷却材管（充てん管台） 

充てん系によるほう酸の添加（フロントライン系） 

②-1，②-2 ：440V AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源（ポンプ起動用（遮断器投入）） 
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 
加圧器水位計 

④-1：100V AC計装用電源（加圧器水位監視） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 

充てんポンプクランクケース
油ポンプ及び減速機現場盤 
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(
7/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

RCS 

高温側 
余熱除去冷却器 

原子炉容器 

RCS 

高温側 

余熱除去ポンプ 

⑤：CCW 

（余熱除去冷却器冷却） 

M 

M 

格納容器 

再循環サンプ 

余熱除去系による冷却（フロントライン系） 

余熱除去系配管 

RWST 

M 

M 

M 

M 

②-2：440V AC電源
（弁開放操作） 

②-2：440V AC電源
（弁閉止操作） 

M 

RCS 

低温側 

M
 

②-2：440V AC電源
（弁開放操作） 

1次冷却材管 

（蓄圧タンク注入管台） 
1V-SI-002A,B 

1V-RH-002A,B 

1V-RH-041A,B 

1V-RH-036A,B 

1V-CC-228A,B 

M 

1PCV-410,420 

原子炉容器 

（安全注入管台） 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
入
口

 

（
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に

 

よ
る
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
）
 

M
 

高
圧
注
入

系
統 

高
圧
注
入

系
統 

高
圧
注
入

系
統 

蓄
圧
注
入

系
統 

②-2：440V AC電源
（弁閉止操作） 

②-2：440V AC電源
（弁開放操作） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源（ポンプ起動用（遮断器投入）） 
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 

プラント状態監視 

1次冷却材高温側および低温側温度計 

1次冷却材圧力計 

④-1：100V AC計装用電源 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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(
8/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源（ポンプ起動用（遮断器投入）） 
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 

原子炉容器 

RCS 

低温側 

高圧注入ポンプ 

⑨：RWST 

M 

余熱除去ポンプ出口 

（余熱除去ポンプに 

よるブースティング） 

高圧注入による原子炉への給水（フロントライン系） 

蓄
圧
注
入

系
統 

余
熱
除
去

系
統 

②-2：440V AC電源（電動弁開放） 

M 

M 

M 

M 

RCS 

高温側 

余
熱
除
去

系
統 

M 

②-2：440V AC電源（電動弁開放） 

1V-SI-050A,B 

1V-SI-030A,B 1V-SI-025A,B 

高圧注入系配管 

1次冷却材管 

（蓄圧タンク注入管台） 

原子炉容器 

（安全注入管台） 

ほう酸注入タンク 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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(
9/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

M 

充てんライン 

（加圧器補助スプレイ） 
加圧器逃がし弁 

加圧器安全弁 

加圧器 

RCS高温側 

M 

加圧器逃がしタンク 

加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室）（フロントライン系） 

RCS低温側 

（加圧器スプレイ） 

F.C 

F.C 

F.C 

F.C 

③-2：125V DC電源（空気作動弁制御用電磁弁動作） 
⑦：制御用空気系（加圧器逃がし弁（空気作動弁）開放） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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(10

/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

⑨：RWST 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源（ポンプ起動用（遮断器投入）） 
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 

格納容器スプレイ冷却器 

格納容器スプレイヘッダ 

よう素除去 

薬品タンク 

格納容器スプレイポンプ 

格納容器 

蒸気発生器 

加圧器 

ＲＣＰ 
原子炉 

M 

PI 

格納容器 

圧力計 

格納容器 

スプレイ系配管 

M 

M 

M 

②-2：440V AC電源（弁開放操作） 

格納容器 

再循環サンプ 

格納容器スプレイによる格納容器除熱（フロントライン系） 

CCW 

M
 

1V-CP-046A,B 

④-1：100V AC計装用電源 

（格納容器圧力監視） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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(11

/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

格納容器 

再循環サンプ 

余熱除去ポンプによるブースティング（フロントライン系） 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
入
口

 

（
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
に

 

よ
る
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
）
 

RCS 

高温側 
余熱除去冷却器 

原子炉容器 

RCS 

高温側 

余熱除去ポンプ 

②-2：440V AC電源
（弁開放操作） 

⑤：CCW 

（余熱除去冷却器冷却） 

M 

余熱除去系配管 

RWST 

M 

②-2：440V AC電源
（弁閉止操作） 

M 

M 

M 

M 

RCS 

低温側 

M
 

1V-SI-002A,B 

1V-RH-008A,B 

1V-CC-228A,B 

1次冷却材管 

（蓄圧タンク注入管台） 

原子炉容器 

（安全注入管台） 

M
 

②-2：440V AC電源
（弁開放操作） 

1V-SI-006A,B 

高
圧
注
入

系
統 

高
圧
注
入

系
統 

高
圧
注
入

系
統 

蓄
圧
注
入

系
統 

M 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源（ポンプ起動用（遮断器投入）） 
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 

⑧：再循環切替 

M 

プラント状態監視 

1次冷却材高温側および低温側温度計 

1次冷却材圧力計 

④-1：100V AC計装用電源 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系） 高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系） 

②-2：440V AC電源（弁閉止操作） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）  
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 

1V-SI-001A,B 

1V-SI-015A,B 

原子炉容器 

RCS 

低温側 

高圧注入ポンプ 余熱除去ポンプ出口 

（余熱除去ポンプに 

よるブースティング） 

M 

M 

M 

RCS 

高温側 

M 

ほう酸注入タンク 

高圧注入系配管 

1次冷却材管 

（蓄圧タンク注入管台） 

原子炉容器 

（安全注入管台） 

蓄
圧
注
入

系
統 

余
熱
除
去

系
統 

余
熱
除
去

系
統 

RWST 

RWST 

M 

M 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

RWST 

格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却（フロントライン系） 

⑤：CCW（格納容器スプレイ冷却器冷却） 

格納容器スプレイ冷却器 

格納容器スプレイヘッダ 

よう素除去 

薬品タンク 

格納容器スプレイポンプ 

格納容器 

蒸気発生器 

加圧器 

ＲＣＰ 
原子炉 

PI 

格納容器 

圧力計 

格納容器 

スプレイ系配管 

M 

M 

M 

格納容器 

再循環サンプ 

M
 

1V-CP-003A,B 

1V-CC-248A,B 

1V-CP-001A,B 

②-2：440V AC電源（弁閉止操作） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）  
⑤：CCW（ポンプ・モーター冷却） 

⑧：再循環切替 

M 

④-1：100V AC計装用電源 

（格納容器圧力監視） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 

②-2：440V AC電源 

（弁開放操作） 
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(14

/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水 

（タービン動（仮設ポンプによる補助給水タンクへの給水を含む））（フロントライン系） 

1V-MS-091A 

1V-MS-091B 

※：タービン動補助給水ポンプは2基のS/G水位低により起動 

 

蒸
気
発
生
器 LI 

蒸気発生器 

水位計 

M 

M 

主
給
水
系
統

 

主給水系配管 

M 

タービン動補助給水ポンプ※ 

主蒸気管A 

主蒸気管B 

M 

M 

M 
主蒸気系配管 

M 

タービン動 

補助給水ポンプ 

電動弁起動盤 

蒸気出口管台 

補助給水系配管 

海水等 

ホース 
仮設 

ポンプ 

補助 

給水 

タンク 

電動補助 

給水ポンプ 

F.O 

D.C 

D.C 

D.C 

D.C 

D.C 

SG水位低信号（自動起動） 

④-2：100V AC計装用電源  

   （SG水位監視） 

③-3：125V DC電源 

 （ポンプ起動用 （起動弁開操作）） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

現場操作 

主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場）（フロントライン系） 

高圧タービン 

 

蒸
気
発
生
器 

補助給水系統 

タービンバイパス等 

F.C 

主蒸気逃がし弁 

M
 

F.C 

PI 主蒸気ライン圧力計 

プラント状態監視 

1次冷却材高温側および低温側温度計 

1次冷却材圧力計 

④-2：100V AC計装用電源 

主蒸気隔離弁 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

RCS 

低温側 

M 

蓄圧 

タンク 

高
圧
注
入

系
統 

余
熱
除
去

系
統 

プラント状態監視 

1次冷却材高温側および低温側温度計 

1次冷却材圧力計 

④-2：100V AC計装用電源 

１次冷却材管 

（蓄圧タンク注入管台） 

蓄圧注入系配管 

蓄圧注入によるほう酸水の給水（フロントライン系） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

M 

①6.6kV AC 電源（メタクラ） 

② 440V AC電源 

③ 125V DC電源 

④ 100V AC計装用電源 

移動発電機車 

接続ケーブル 

RCS 

低温側 

蓄圧タンク 

②-2：440V AC電源（弁閉止操作） 

高
圧
注
入

系
統 

余
熱
除
去

系
統 

注：移動発電機車による給電後、蓄圧タンク出口弁（1V-SI-090A,B）（440V AC電源）を閉止する 

移動発電機車による給電（フロントライン系） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 

1V-SI-090A,B 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

1V-MS-091A 

1V-MS-091B 

1V-FW-545A,B 

※：電動補助給水ポンプは1基のS/G水位低により起動 

  タービン動補助給水ポンプは2基のS/G水位低により起動 

電動補助給水ポンプ※ 

 

蒸
気
発
生
器 LI 

蒸気発生器 

水位計 

D.C M 

M 

主
給
水
系
統

 

主給水系配管 

M 

②-2：440V AC電源 

 （弁操作） 

M 

タービン動補助給水ポンプ※ 

D.C 

D.C 

主蒸気管A 

主蒸気管B 

D.C 

D.C 
M 

M 

M 
主蒸気系配管 

M 

タービン動 

補助給水ポンプ 

電動弁起動盤 

補助給水による蒸気発生器への給水 

（電動またはタービン動（仮設ポンプによる補助給水タンクへの給水を含む））（フロントライン系） 

蒸気出口管台 

補助給水系配管 

海水等 

ホース 
仮設 

ポンプ 

補助 

給水 

タンク 

F.O 

SG水位低信号（自動起動） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

   （ポンプ起動用（遮断器投入）） 

④-1：100V AC計装用電源  

   （SG水位監視） 

③-1：125V DC電源 

 （ポンプ起動用 （起動弁開操作）） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （19/23） 
②440V AC電源 （19/23）  
③125V DC電源 （19/23）  
④100V AC計装用電源 （19/23）  
⑤CCW （21/23）  
⑥海水系 （21/23）  
⑦制御用空気系 （22/23）  
⑧再循環切替 （23/23）  
⑨RWST （23/23）  

具体的な系統については、 
（ ）のページに示す。 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

メタクラ 

（メタルクラッドスイッチギア） 

動力 

変圧器 

原子炉コントロールセンタ 

非常用所内電源 

外部電源 

充電器盤 

① 

計装用交流分電盤 

②-2 

蓄電池 
ドロッパ盤 

②-1 

直流コントロールセンタ 

直流分電盤 計装用インバータ 

パワーセンタ 

：①6.6kV AC電源 

：②440V AC電源 

：③125V DC電源 

：④100V AC計装用電源 

系統の説明 

①6.6kV AC電源、②440V AC電源、③125V DC電源、④100V AC計装用電源 

③-1（母線）   

③-3（蓄電池） 

③-2（母線）   

④-1（母線）   

④-2（蓄電池） 

計装用 

交流電源切替器盤 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

非常用所内電源（サポート系） 

燃料油 

サービス 

タンク 

ディーゼル 

発電機制御盤 

ディーゼル発電機 

コントロールセンタ 

②-2：440V AC電源
（電力供給）   

⑥：海水系（内燃機関冷却） 

DG関連配管 

（燃料油配管等） 

燃料油 

移送ポンプ 

燃料油貯油槽 

ディーゼル発電機 

出力電圧計 

発電機 

安全系高圧母線 

 

安全系機器等 

③-1：125V DC電源（運転） 
③-3：125V DC電源（起動） 
④-1：100V AC計装用電源（制御） 

ディーゼル機関 

（ディーゼル発電機 

含む） 

空気だめ 

（始動空気） 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

原子炉補機冷却水冷却器 

⑥：海水系（ＤＧの冷却） 

放水 

ピット 

海水 

原子炉補機 

冷却海水ポンプ 

原子炉補機冷却水 

サージタンク 

原子炉補機冷却水ポンプ 

非常用所内電源 

原子炉補機冷却海水 

ポンプ出口ストレーナ 

CCW 

海水系 

⑤CCW、⑥海水系（サポート系） 

原子炉補機冷却水系配管 

原子炉補機冷却 

海水系配管 

S 

M 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

  （ポンプ起動用（遮断器投入）） 

⑤ 安全系機器 

常用系機器 

M 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

  （ポンプ起動用（遮断器投入）） 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

M 

⑦ 

制御用 

空気除湿装置 
制御用空気圧縮機 制御用 

空気だめ 

PI 

制御用 

空気ヘッダ圧力計 

M 

⑦制御用空気系（サポート系） 

制御用空気
圧縮機盤 

制御用空気系配管 

制御用空気
圧縮機容量
調節盤 

2次系等の 

制御用空気系 
②-1：440V AC電源（圧縮機運転） 
③-1：125V DC電源（圧縮機起動用（遮断器投入）） 
④-1：100V AC計装用電源（制御盤動作） 
⑤：CCW（空気圧縮装置冷却） 
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/23) 各影響緩和機能の系統図（津波：炉心損傷） 

⑧再循環切替、⑨RWST（サポート系） 

1V-RH-004A,B 

高圧注入系統 

格納容器 

スプレイ系統 

格納容器 

スプレイ系配管 

ＳＦＰ 

格納容器スプレイ冷却器 

格納容器 

スプレイヘッダ 

余熱除去系統 

余熱除去冷却器 原子炉容器 

RWST 

格納容器 

再循環サンプ 

②-2：440V AC電源（弁開放操作） 

格納容器 

スプレイ系統 

余熱除去系統 

格納容器再循環サンプ配管 

再循環切替 

燃料取替用水タンク 

水位計 

LI 

燃料取替用水タンク 

M 

RCS 

低温側 

余熱除去系配管 

高圧注入系配管 

ほう酸注入タンク 

M 

M 

M 

燃料取替用水系配管 

充てん系統 

M 

④-1：100V AC計装用電源 

   （水位監視） 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 

原子炉トリップ遮断器盤 
18.3m 

原子炉停止（フロントライン系） 

原子炉停止 
機能喪失 
 18.3m 

格納容器圧力計 
18.3m 

加圧器圧力計 
（-） 

：ＯＲ条件 
 
：ＡＮＤ条件 
 
：サポート系 

凡例 
プラントパラメータ 

失敗 
原子炉トリップ遮断器盤 

 失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

非常用所内電源からの給電（フロントライン系） 

非常用所内電源からの給電 機能喪失 
10.3m 

ディーゼル発電機 失敗 

ディーゼル発電機 
コントロールセンタ 

失敗 

ディーゼル 
発電機 

コントロール 
センタ 
15.0m 

ディーゼル 
発電機制御盤 

失敗 

ディーゼル 
発電機 
制御盤 
15.0m 

 ②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

空気だめ 
（始動空気） 

（-） 

ディーゼル発電機燃料供給 失敗 

⑥海水系 
機能喪失 

10.3m 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機 

含む） 
失敗 

燃料油 
サービス 
タンク 
（-） 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機

含む） 
15.0m 

ディーゼル発電機 
出力電圧計 

17.3m 

燃料油 
移送 
ポンプ 
15.0m 

燃料油 
貯油槽 
（-） 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

運転失敗 起動失敗 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 

制御失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水（電動） 
機能喪失 

10.3m 

電動補助給水ポンプ 
失敗 

電動補助 
給水ポンプ 

15.0m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

蒸気発生器 
水位計 
（-） 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

補助給水タンク 
（-） 

補助給水による蒸気発生器への給水（電動）（フロントライン系） 

電動弁操作 
失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

蒸気発生器水位計 
失敗 

電動補助給水 
ポンプ出口調節弁 

(1V-FW-545A,B) 

15.0m 

運転失敗 起動失敗 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動） 
機能喪失 

10.3m 

タービン動 
補助給水ポンプ 

失敗 

タービン動 
補助給水ポンプ 

15.0m 

タービン動 
補助給水ポンプ 
電動弁起動盤 

15.0m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

蒸気発生器 
水位計 
（-） 

 
蒸気発生器水位計 

失敗 

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動）（フロントライン系） 

補助給水タンク 
（-） 

電動弁操作 
失敗 

タービン動補助 
給水ポンプ駆動蒸気入口弁 

(1V-MS-091A,B) 

15.0m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

主蒸気逃がし弁による熱放出  
（自動／手動・中央制御室） 

機能喪失 
10.3m 

1次冷却材高温側 
および低温側温度計 

失敗 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

1次冷却材高温側 
および低温側温度

計 
（-） 

主蒸気逃がし弁による熱放出（自動／手動・中央制御室）（フロントライン系） 

主蒸気逃がし弁 
失敗 

③-2 125V  
DC 電源 
機能喪失 

10.3m 

⑦制御用 
空気系 
機能喪失 

10.3m 

1次冷却材圧力計 
（-） 

1次冷却材圧力計
失敗 

主蒸気ライン 
圧力計 
失敗 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

主蒸気ライン 
圧力計 
18.3m 

主蒸気逃がし弁 
26.9m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

充てん系によるほう酸の添加（フロントライン系） 

充てん系によるほう酸の添加 機能喪失 10.3m 

電動弁操作 
失敗 

充てんポンプ注入 失敗 

ほう酸ポンプ 
運転失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

充てんポンプ 
速度制御盤 

15.0m 

ほう酸添加 失敗 

運転失敗 起動失敗 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

②-1,2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

充てんポンプ 
速度制御補助盤 

15.0m 

充てんポンプ 
15.0m 

ほう酸フィルタ 
（-） 

充てん注入ライン 失敗 

ほう酸タンク 
（-） 

再生熱交換器 
（-） 

封水注入 
フィルタ 
（-） 

ほう酸ポンプ 
現場盤 
15.0m 

ほう酸ポンプ 
15.0m 

緊急ほう酸 
注入弁 

(1V-CS-371) 
15.0m 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

加圧器水位計 
失敗 

加圧器 
水位計 
（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 

充てんポンプ 
クランクケース油ポンプ
及び減速機現場盤 

機能損傷 
15.0m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

余熱除去系による冷却 機能喪失 
10.3m 

電動弁操作
失敗 余熱除去 

ポンプ失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

余熱除去 
ポンプ 
15.0m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

余熱除去冷却器 失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

余熱除去系による冷却（フロントライン系） 

余熱除去冷却器 
（-） 

1次冷却材高温側 
および低温側温度計失敗 

1次冷却材高温側 
および低温側温度計 

（-） 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

1次冷却材圧力計 
失敗 

1次冷却材圧力計 
（-） 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

運転失敗 起動失敗 

余熱除去ポンプ
燃料取替用水 
タンク側入口弁 
(1V-SI-002A,B) 

15.0m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

高圧注入による原子炉への給水（フロントライン系） 

高圧注入による 
原子炉への給水 
機能喪失 

10.3m 

高圧注入ポンプ 
失敗 

運転失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

起動失敗 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

高圧注入ポンプ 
15.0m 

電動弁操作
失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑨RWST 
（-） 

ほう酸注入タンク 
入口弁※1 
(1V-SI-025A,B) 

18.3m 

※1：原子炉容器高圧注入C/V外側隔離弁(1V-SI-050A,B) 
   についても同じく、電動弁中で最小裕度となる。 

ほう酸注入タンク 
（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

加圧器逃がし弁による 
熱放出 

（手動・中央制御室） 
機能喪失 

10.3m 

 

⑦制御用 
空気系 
機能喪失 

10.3m 

加圧器逃がし弁 
（-） 

③-2 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室）（フロントライン系） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

格納容器 
スプレイ 
冷却器 
（-） 

格納容器スプレイによる格納容器除熱（フロントライン系） 

格納容器スプレイによる格納容器除熱 機能喪失 
10.3m 

格納容器スプレイ 
ポンプ失敗 

格納容器圧力計 
監視失敗 

運転失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

起動失敗 格納容器 
スプレイ 
ポンプ 
15.0m 

格納容器圧力計 
18.3m 

④-1 100V 
 AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

電動弁操作 
失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V  
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑨RWST 
機能喪失 
（-） 

よう素除去薬品 
タンク 
（-） 

格納容器スプレイ
冷却器出口 

C/V外側隔離弁 
(1V-CP-046A,B) 

18.3m 

格納容器 
スプレイ 
ヘッダ 
（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

余熱除去ポンプによるブースティング 機能喪失 
10.3m 

電動弁操作
失敗 

余熱除去 
ポンプ失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

余熱除去ポンプ 
15.0m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

余熱除去冷却器 失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

余熱除去ポンプによるブースティング（フロントライン系） 

余熱除去冷却器 
（-） 

⑧再循環切替 
機能喪失 

10.3m 

再循環切替 
失敗 

運転失敗 余熱除去ポンプ燃
料取替用水 

タンク側入口弁※1 
(1V-SI-002A,B) 

15.0m 

※1：余熱除去ポンプ再循環サンプ側入口弁(1V-RH-008A,B) 
   についても同じく、電動弁中で最小裕度となる。 

1次冷却材高温側 
および低温側温度計失敗 

1次冷却材高温側 
および低温側温度計 

（-） 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

1次冷却材圧力計 
失敗 

1次冷却材圧力計 
（-） 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

起動失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系） 

高圧注入による 
再循環炉心冷却 
機能喪失 

10.3m 

高圧注入ポンプ 
失敗 

運転失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

高圧注入ポンプ 
15.0m 

電動弁操作 
失敗 

高圧注入 
ポンプ第1 
ミニフロー弁 
(1V-SI-015A,B) 

15.0m 

ほう酸注入タンク 
（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却（フロントライン系） 

格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却 機能喪失 
10.3m 

格納容器スプレイ 
ポンプ 
失敗 

格納容器圧力計 
監視 
失敗 

運転 失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

⑧再循環 
切替 

機能喪失 
10.3m 

格納容器 
圧力計 
18.3m 

④-1 100V 
 AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

再循環切替 
失敗 

電動弁操作 
失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

よう素除去薬品 
タンク 
（-） 

格納容器スプレイ 
冷却器 失敗 

格納容器 
スプレイ 
ポンプ 
15.0m 

格納容器 
スプレイ 
冷却器 
（-） 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

格納容器スプ 
レイポンプ燃料
取替用水タンク
側入口弁※1 
(1V-CP-001A,B) 

15.0m 

※1：格納容器スプレイポンプ再循環サンプ側入口弁(1V-CP-003A,B) 
   についても同じく、電動弁中で最小裕度となる。 

格納容器 
スプレイ 
ヘッダ 
（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動（仮設ポンプによる補助給水タンクへの給水を含む））（フロントライン系） 

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動）※１ 機能喪失 
15.0m 

蒸気発生器水位計 
失敗 

蒸気発生器水位計 
（-） 

補助給水タンク 
失敗 

タービン動補助給水
ポンプ 失敗 

仮設ポンプ、
ホース等 
3１.0m 

※1：仮設ポンプによる補助給水タンクへの給水を含む 

タービン動補助 
給水ポンプ 

15.0m 

タービン動補助 
給水ポンプ 
電動弁起動盤 

15.0m 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

タービン動補助 
給水ポンプ駆動蒸気入口弁 

(1V-MS-091A,B) 

15.0m 

電動弁操作 
失敗 

補助給水タンク 
（-） ④-2 100V 

 AC計装用電源 
機能喪失 

15.0m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

主蒸気逃がし弁による熱放出 
（手動・現場） 機能喪失 

15.0m 

主蒸気逃がし弁 
26.9m 

1次冷却材 
高温側および低温側 

温度計 
 失敗 

 
1次冷却材圧力計 

失敗 

主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場）（フロントライン系） 

1次冷却材圧力計 
（-） 1次冷却材 

高温側および低温側 
温度計 
（-） 

④-2 100V 
 AC計装用電源 
機能喪失 

15.0m 

④-2 100V 
 AC計装用電源 
機能喪失 

15.0m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

1次冷却材高温側 お
よび低温側温度計 

 失敗 

 
1次冷却材圧力計 

失敗 

1次冷却材圧力計 
（-） 

1次冷却材 
高温側および低温側 

温度計 
（-） 

蓄圧注入によるほう酸水の給水 
機能喪失 

15.0m 

蓄圧注入によるほう酸水の給水（フロントライン系） 

蓄圧タンク 
（-） 

プラント状態監視 失敗 

④-2 100V 
 AC計装用電源 
機能喪失 

15.0m 

④-2 100V 
 AC計装用電源 
機能喪失 

15.0m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

移動発電機車による給電 機能喪失 15.0m 

移動発電機車 
31.0m 

移動発電機車による給電（フロントライン系） 

給電先の 
失敗 

6.6kV 
AC電源 
失敗 

メタクラ 
15.0m 

440V 
AC電源 
失敗 

パワーセンタ 
15.0m 

原子炉 
コントロール 
センタ 
17.3m 

動力変圧器
15.0m 

ドロッパ盤 
24.8m 

125V 
DC電源 失敗 

直流分電盤 
15.0m 

100V AC計装用 
電源 失敗 

計装用 
インバータ 

15.0m 
計装用 

交流分電盤 
15.0m 

計装用 
交流電源 
切替器盤 

15.0m 

直流コント
ロールセンタ 

17.3m 

440V AC電源 
からの電源 
供給失敗 

充電器盤 
24.8m 

接続ケーブル 
31.0m 

注：移動発電機車による給電後、蓄圧タンク出口弁（1V-SI-090A,B）（440V AC電源）を閉止する 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動（仮設ポンプによる補助給水タンクへの給水を含む））（フロントライン系） 

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動）※１ 機能喪失 
10.3m 

蒸気発生器水位計 
失敗 

蒸気発生器水位計 
（-） 

タービン動補助給水 
ポンプ 失敗 

※1：仮設ポンプによる補助給水タンクへの給水を含む 

タービン動補助 
給水ポンプ 

15.0m 

タービン動補助 
給水ポンプ 
電動弁起動盤 

15.0m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

補助給水ポンプ 
失敗 

電動弁操作 
失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

電動弁操作 
失敗 

電動補助給水ポンプ 
失敗 

電動補助 
給水ポンプ 

15.0m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

電動補助給水 
ポンプ出口調節弁 

(1V-FW-545A,B) 
15.0m 

タービン動補助 
給水ポンプ駆動蒸気入口弁 

(1V-MS-091A,B) 
15.0m 

補助給水タンク 
失敗 

仮設ポンプ、 
ホース等 
31.0m 

補助給水タンク 
（-） 

起動失敗 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(19/27) 
②440V AC電源(19/27) 
③125V DC電源(20/27) 
④100V AC計装用電源(21/27) 
⑤CCW(23/27) 
⑥海水系(24/27) 
⑦制御用空気系(25/27) 
⑧再循環切替(26/27) 
⑨RWST (27/27) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 

運転失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

①6.6kV AC電源（サポート系） 

6.6kV AC電源 
機能喪失 

10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

動力 
変圧器 
15.0m 

440V AC電源 
機能喪失 

（パワーセンタ） 
10.3m 

パワー 
センタ 
15.0m 

②440V AC電源（サポート系） 

メタクラ 
15.0m 

非常用 
所内電源 
機能喪失 

10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

動力 
変圧器 
15.0m 

440V AC電源 
機能喪失 

（原子炉コントロールセンタ） 
10.3m 

原子炉 
コントロール 
センタ 
17.3m 

パワー 
センタ 
15.0m 

②-1 ②-2 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

電源供給 
失敗 

充電器盤 
24.8m ②-2 440V 

AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③125V DC電源（サポート系） 

125V DC電源 
機能喪失 

（直流コントロールセンタ/母線） 
10.3m 

直流コントロール 
センタ 
17.3m 

ドロッパ盤 
24.8m 

蓄電池 
24.8m 

③-1 

電源供給 
失敗 

125V DC電源 
機能喪失 

（直流分電盤/母線） 
10.3m 

直流分電盤 
15.0m 

直流コントロール 
センタ 
17.3m 

ドロッパ盤 
24.8m 

③-2 

電源供給 
失敗 

直流コントロール 
センタ 
17.3m 

ドロッパ盤 
24.8m 

充電器盤 
24.8m ②-2 440V 

AC電源 
機能喪失 

10.3m 

125V DC電源 
機能喪失 

（直流コントロールセンタ/蓄電池） 
17.3m 

③-3 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

④100V AC計装用電源（サポート系） 

100V AC計装用電源 
機能喪失 
（母線） 
10.3m 

計装用交流電源 
切替器盤 

15.0m 

電源供給 失敗 計装用 
インバータ 

15.0m 

計装用交流 
分電盤 
15.0m 

100V AC計装用電源 
機能喪失 
（蓄電池） 

15.0m 

計装用交流電源 
切替器盤 

15.0m 

電源供給 失敗 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

計装用 
インバータ 

15.0m 

計装用交流 
分電盤 
15.0m 

④-1 

④-2 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

非常用所内電源からの給電 機能喪失 
10.3m 

ディーゼル発電機 失敗 

ディーゼル発電機 
コントロールセンタ 

失敗 

ディーゼル 
発電機 

コントロール 
センタ 
15.0m 

ディーゼル 
発電機制御盤 

失敗 

ディーゼル 
発電機 
制御盤 
15.0m 

 ②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

空気だめ 
（始動空気） 

（-） 

ディーゼル発電機燃料供給 失敗 

⑥海水系 
機能喪失 

10.3m 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機 

含む） 
失敗 

燃料油 
サービス 
タンク 
（-） 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機

含む） 
15.0m 

ディーゼル発電機 
出力電圧計 

17.3m 

燃料油 
移送 
ポンプ 
15.0m 

燃料油 
貯油槽 
（-） 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

運転失敗 起動失敗 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

制御失敗 

非常用所内電源（サポート系） 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

⑤CCW（サポート系） 

CCW 
機能喪失 

10.3m 

原子炉補機冷却水 
ポンプ 失敗 

原子炉補機 
冷却水ポンプ 

15.0m 

⑥海水系 
機能喪失 

10.3m 

原子炉補機冷却水
冷却器 失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

原子炉補機冷却水
サージタンク 

（-） 

原子炉補機冷却水 
冷却器 
（-） 

運転失敗 起動失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

⑥海水系（サポート系） 

海水系 機能喪失 
10.3m 

海水ポンプ 失敗 

原子炉補機冷却 

海水ポンプ 
10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

運転失敗 起動失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

⑦制御用空気系（サポート系） 

制御用空気系 
機能喪失 

10.3m 

制御用空気圧縮機 
失敗 

②-1 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 
④-1 100V 

AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

制御用空気 
圧縮機盤 
失敗 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

制御用空気 
圧縮機 
15.0m 

制御用空気だめ 
15.0m 制御用空気圧縮機 

容量調節盤 
15.0m 

制御用空気 
圧縮機盤 

15.0m 

運転失敗 起動失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

電動弁操作 
失敗 

燃料取替用水
タンク水位計 

失敗 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

燃料取替 
用水タンク 
水位計 
24.8m 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

⑧再循環切替（サポート系） 

再循環切替 機能喪失 
10.3m 

格納容器 
再循環サンプ 

（-） 

格納容器再循
環サンプ出口

C/V外側 
隔離弁 

(1V-RH-004A,B) 

15.0m 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：炉心損傷） 

RWST 機能喪失 
（-） 

燃料取替用水 
タンク 

（-） 

⑨RWST（サポート系） 
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* 1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

成功

成功

成功

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

外部電源喪失 原子炉停止

補助給水による蒸気発生

器への給水

（電動またはタービン動）

主蒸気逃がし弁による

熱放出

(自動／手動・中央制御

室)

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

冷却成功

非常用所内電源

からの給電

蓄圧注入による

ほう酸水の給水

炉心損傷

炉心損傷

失敗

炉心損傷

冷却成功

炉心損傷

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

*1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

失敗

炉心損傷

津波高さ：T.P.10.0m～10.3m未満

起因事象：外部電源喪失

補助給水による蒸気発

生器への給水

（タービン動（仮設ポン

プによる補助給水タンク

への給水を含む））

移動発電機車による

給電

加圧器逃がし弁によ

る熱放出

(手動・中央制御室)

高圧注入による

再循環炉心冷却

18.3m

10.3m

10.3m

10.3m

10.3m

10.3m

10.3m

10.3m 10.3m

10.3m

10.3m

10.3m

15.0m
15.0m

15.0m

15.0m

* 2 緊急安全対策シ

ナリオへ移行

* 2 緊急安全対策シナ

リオへ移行

* 2 緊急安全対策シナ

リオへ移行

* 2 緊急安全対策 シ

ナリオへ移行

* 2 緊急安全対策シナ

リオへ移行

* 2 緊急安全対策シナ

リオへ移行

高圧注入による

原子炉への給水

* 2 緊急安全対策シナリオ

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

余熱除去ポンプによる

ブースティング

主蒸気逃がし弁による

熱放出

(手動・現場)

成功パス①

成功パス②

成功パス③

 

 

 

 

 

 

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：炉心損傷） 
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* 1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

成功

成功

成功

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功外部電源喪失

補機冷却水の喪失

主給水喪失

過渡事象

原子炉停止

補助給水による蒸気発

生器への給水

（電動またはタービン動

（仮設ポンプによる補助

給水タンクへの給水を

含む））

主蒸気逃がし弁によ

る熱放出

(自動／手動・中央制

御室)

高圧注入による

原子炉への給水

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

冷却成功

非常用所内電源

からの給電

主蒸気逃がし弁によ

る熱放出

(手動・現場)

蓄圧注入による

ほう酸水の給水

炉心損傷

炉心損傷

失敗

炉心損傷

冷却成功

炉心損傷

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系によ

る冷却

*1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

余熱除去ポンプによ

るブースティング
成功

失敗

失敗

成功

失敗

炉心損傷

津波高さ：T.P.10.3m～

起因事象：外部電源喪失

補機冷却水の喪失

主給水喪失

過渡事象

補助給水による蒸気

発生器への給水

（タービン動（仮設ポ

ンプによる補助給水

タンクへの給水を含

む））

移動発電機車によ

る給電

加圧器逃がし弁

による熱放出

(手動・中央制御

室)

高圧注入による

再循環炉心冷却

18.3m

10.3m

15.0m
15.0m

15.0m
15.0m

原子炉補機冷却水

系の回復

成功

成功 蓄圧注入による

ほう酸水の給水

炉心損傷

炉心損傷

失敗

冷却成功

失敗

成功

失敗

主蒸気逃がし弁によ

る熱放出

(手動・現場)

冷却成功

※破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

原子炉補機冷却水

系の回復

炉心損傷

失敗

成功

* 2 緊急安全対策シナリオ

* 2 緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2 緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2 緊急安全対策シ

ナリオへ移行

* 2 緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2 緊急安全対策

シナリオへ移行

* 2 緊急安全対策

シナリオへ移行

成功パス①

 
 

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：炉心損傷） 
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浸水量評価を用いたクリフエッジとしての許容津波高さの再評価について 

 

１．目的 

 イベントツリーの許容津波高さから、クリフエッジは T.P.15.0mと特定され、

その津波高さを決定している影響緩和機能を構成する設備は、タービン動補助

給水ポンプおよびそのサポート系の電源設備等である。 

 これらの設備は、原子炉建屋の T.P.10.3m、原子炉補助建屋の T.P.9.8m に設

置されており、これらの区画の許容津波高さは T.P.15.0m であることから、当

該区画について、扉からの浸水量を算出し、浸水による設備等への影響につい

て評価する。 

 

２．評価対象設備 

 クリフエッジを特定した収束シナリオに必要な設備（フロントライン系およ

びサポート系）のうち、表－１に示す T.P.15.0m 以下に設置されている設備を

浸水評価の対象とする。 

 

表－１ 評価対象設備および設置区画 

建屋 
設置区画 

（設置床高さ） 
浸水評価対象設備 

許容 

津波高さ 

原子炉建屋 

タービン動補助

給水ポンプ室 

＜T.P.10.3m＞ 

タービン動補助給水ポンプ等 

T.P.15.0m 

タービン動補助

給水ポンプ室前

エリア 

＜T.P.10.3m＞ 

タービン動補助給水ポンプ電

動弁起動盤 

原子炉補助建屋 

電気室 

（安全補機開閉器室） 

＜T.P.9.8m＞ 

【125V DC 電源】 

直流分電盤 

【100V AC計装用電源】 

計装用インバータ等 

【440V AC 電源】 

パワーセンタ等 

【6.6kV AC 電源】 

メタクラ 
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３．浸水量の算定方法 

津波モデル、扉からの浸水量の算定式は次のとおりとする。 

・周期 30分の正弦波１波を考慮する。 

・津波高さが浸水口高さを超える時間を浸水継続時間とする。 

・浸水継続時間中における扉に対する津波の水位より浸水量を計算する。 

 

浸水継続時間は、津波高さと当該区画の浸水口高さを用いて、（１）式により

算出できる。 

 

















 

H

B
Tt 11

2

1
sin


・・・・・・・・・・・・・式（１） 

      ここで、t：浸水継続時間[分]、T：津波周期[分] 

    B：当該区画の浸水口高さ[m]、H：津波高さ[m] 

 

浸水継続時間中の浸水口に対する津波の水位は、式(2)で求められる。 

        B
T

t
Hh 







 


'2
s i n


 ・・・・・・・・・・・・・・式（２） 

 

  ここで、h：浸水口に対する津波の水位[m]、t’：時刻[分] 

T：津波周期[分]、B：当該区画の浸水口高さ[m] 

H：津波高さ[m] 

 

単位時間当たりの扉からの浸水量は、ベルヌーイの定理を応用した式（３）

で算出することがでる。 

         3 6 0 02  hgACQ ・・・・・・・・・・・式（３） 

ここで、Ｑ：単位時間あたりの浸水量[m3/h] 

Ｃ：流量係数[－] 

Ａ：流入面積[m2]、g：重力加速度[m/s2] 

ｈ：扉に対する津波の水位（＝H－B ）[m] 

  

破損を想定する扉や、シールを施工していない扉については、流入面積をも

とに式（３）より浸水量を算出する。 

一方、シールを施工した扉については、建屋躯体と扉との隙間がほとんど無

く、流入面積の計算が困難なことから、流入面積を定数に取り込んだ式（４）

を用いる。なお、定数については、両開き扉 1.5、片開き扉 0.1 と設定した。 
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hAQ  ' ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・式（４） 

ここで、Q：単位時間当たりの浸水量[m3/h]、A’：定数[m5/2//h] 

        ｈ：扉に対する津波の水位[m] 

 

なお、泊発電所１号機の前面海域に対する建屋の配置（タービン建屋を経由

することにより津波の影響が軽減されるなど）、および当該区画までの浸水ル

ート等を考慮し、浸水量の評価対象となる扉については、防水効果を期待でき

るものとして評価する。 

 

４．評価結果 

（１）浸水継続時間 

 浸水継続時間については、暫定的なクリフエッジ津波高さとして設定

した津波高さ T.P.15.0m と建屋の浸水口高さ T.P.10.3m から式（１）よ

り約 8分と算出できる。 

 

（２）設置区画における浸水量および浸水高さの算出 

上記の浸水継続時間を基に浸水評価対象設備の設置区画における浸水

量を算出し、その浸水量を設置区画の面積で除することで設置区画の浸

水高さを算出する。 

表－２に設置区画における浸水量および浸水高さの計算結果を示す。 

        

設置区画 

（設置床高さ） 
浸水量 区画面積 浸水高さ 

タービン動補助給水ポ

ンプ室 
浸水なし※１ 約 25m2 － 

タービン動補助給水ポ

ンプ室前エリア 
約 0.4m3 約 66m2 約 0.7cm 

電気室 

（安全補機開閉器室） 
浸水なし※２ 約 497m2 － 

 

※１ タービン動補助給水ポンプ室はタービン動補助給水ポンプ室前エリアと扉を介して配置

されている。タービン動補助給水ポンプ室への浸水ルートとなる当該扉について、扉の下

端は床面から約 25cm 以上の高さにあるため、タービン動補助給水ポンプ室前エリアへ浸

水した水はタービン動補助給水ポンプ室へは浸水しないと評価した。 

※２ 浸水ルートとなる電気室の扉前の通路部に 0.1cm 未満の僅かな浸水が想定されるが、当該
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扉の下端は床面から約 15cm 以上の高さにあるため、電気室の前へ浸水した水は電気室へ

は浸水しないと評価した。 

 

以上より、イベントツリーの許容津波高さからクリフエッジとして特定し

た津波高さである T.P.15.0m においては、浸水評価対象設備の設置区画にあ

る浸水高さはいずれも 1cm 未満であり、当該設備の機能への影響はないと評

価できる。 

 

５．結論 

  上記の評価結果から、クリフエッジとしての津波高さは、T.P.15.0mとなる。 

 

以上 
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* 1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

外部電源喪失 原子炉停止

補助給水による蒸気発

生器への給水

（電動またはタービン

動）

主蒸気逃がし弁によ

る熱放出

(自動／手動・中央制

御室)

高圧注入による

原子炉への給水

炉心損傷

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

非常用所内電源

からの給電

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系によ

る冷却

*1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

冷却成功

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

余熱除去ポンプによ

るブースティング

成功

失敗
炉心損傷

失敗

成功

失敗

炉心損傷

津波高さ：T.P.10.0m～10.3m未満

起因事象：外部電源喪失

加圧器逃がし弁

による熱放出

(手動・中央制御

室)

高圧注入による

再循環炉心冷却

18.3m

10.3m

10.3m

10.3m
10.3m

10.3m

10.3m

10.3m
10.3m

10.3m

10.3m

10.3m

炉心損傷

成功パス①

成功パス②

失敗  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：炉心損傷（緊急安全対策前）） 
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* 1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功
外部電源喪失

補機冷却水の喪失

主給水喪失

過渡事象

原子炉停止

補助給水による蒸気発生

器への給水

（電動またはタービン動）

主蒸気逃がし弁による

熱放出

(自動／手動・中央制御

室)

高圧注入による

原子炉への給水

炉心損傷

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

非常用所内電源

からの給電

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

*1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

* 1 フィードアンドブリードシナリオへ移行

成功

失敗

成功

失敗

余熱除去ポンプによる

ブースティング

成功

失敗

炉心損傷

失敗

成功

失敗

炉心損傷

津波高さ：T.P.10.3m～

起因事象：外部電源喪失

補機冷却水の喪失

主給水喪失

過渡事象

加圧器逃がし弁に

よる熱放出

(手動・中央制御

室)

高圧注入による

再循環炉心冷却

18.3m

10.3m

原子炉補機冷却水系の

回復

失敗

成功

冷却成功

※破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

原子炉補機冷却水系の

回復

炉心損傷

失敗

炉心損傷

失敗

炉心損傷

成功

 

 

 

 

 

 

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：炉心損傷（緊急安全対策前）） 
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外部電源喪失

起因事象：外部電源喪失

* 仮設ポンプによる注水

シナリオへ移行

成功

燃料取替用水ポンプ

による注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクによ

る水源の確保

成功
冷却成功

* 仮設ポンプによる注水

シナリオへ移行

仮設ポンプによる注水

冷却成功

燃料損傷
失敗

失敗

成功

失敗

失敗

成功
非常用所内電源か

らの給電

冷却成功

SFP冷却系による冷却

* 仮設ポンプによる注水シナリオ

 

 

 

 

 

 

各起因事象におけるイベントツリー（津波：SFP 燃料損傷） 
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補機冷却水の喪失

ＳＦＰ冷却機能喪失

起因事象：補機冷却水の喪失

ＳＦＰ冷却機能喪失

成功 冷却成功

* 仮設ポンプによる注水

シナリオへ移行

仮設ポンプによる注水

冷却成功

燃料損傷
失敗

失敗

失敗

成功

燃料取替用水ポンプ

による注水

燃料取替用水タンクによ

る水源の確保

* 仮設ポンプによる注水シナリオ

成功

 

 

 

各起因事象におけるイベントツリー（津波：SFP 燃料損傷） 

 



6.6kV AC電源 ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○

100V AC計装用電源 ○

非常用所内電源 ○ ○

ＣＣＷ ○

外部電源系

海水系 ○ ○ ○

制御用空気系

再循環切替

ＲＷＳＴ

外部電源喪失

非常用所内電源からの給電 ＳＦＰ冷却系による冷却

サ
ポ
ー

ト
系

フロントライン系

燃料取替用水ポンプによる
注水

燃料取替用水タンクによる
水源の確保

仮設ポンプによる注水

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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6.6kV AC電源 ○

440V AC電源 ○

125V DC電源

100V AC計装用電源

非常用所内電源

ＣＣＷ

外部電源系 ○

海水系

制御用空気系

再循環切替

ＲＷＳＴ

サ
ポ
ー

ト
系

補機冷却水の喪失、ＳＦＰ冷却機能喪失

フロントライン系

燃料取替用水ポンプによる注水 燃料取替用水タンクによる水源の確保 仮設ポンプによる注水

フロントライン系とサポート系の関連表（津波：ＳＦＰ燃料損傷） 
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(1/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （6/8） 
②440V AC電源 （6/8）  
③125V DC電源 （6/8）  
④100V AC計装用電源 （6/8）  
⑤CCW （8/8）  
⑥海水系 （8/8） 

具体的な系統については、  

（ ）のページに示す。 

非常用所内電源からの給電（フロントライン系） 

燃料油 

サービス 

タンク 

ディーゼル 

発電機制御盤 

ディーゼル発電機 

コントロールセンタ 

②-2：440V AC電源
（電力供給）   

⑥：海水系（内燃機関冷却） 

DG関連配管 

（燃料油配管等） 

燃料油 

移送ポンプ 

燃料油貯油槽 

ディーゼル発電機 

出力電圧計 

発電機 

安全系高圧母線 

安全系機器等 

③-1：125V DC電源（運転） 
③-3：125V DC電源（起動） 
④-1：100V AC計装用電源（制御） 

ディーゼル機関 

（ディーゼル発電機 

含む） 

空気だめ 

（始動空気） 
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(2/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

使用済燃料ピットポンプ 

⑤：CCW 

  （使用済燃料ピット冷却器冷却） 

②-1：440V AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

    （ポンプ起動用（遮断器投入）） 

ＳＦＰ 

使用済燃料ピット冷却器 

ＳＦＰ冷却系による冷却（フロントライン系） 

使用済燃料ピットポンプ現場盤 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （6/8） 
②440V AC電源 （6/8）  
③125V DC電源 （6/8）  
④100V AC計装用電源 （6/8）  
⑤CCW （8/8）  
⑥海水系 （8/8） 

具体的な系統については、  

（ ）のページに示す。 
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(3/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

燃料取替用水ポンプ 

②-2：440V AC電源（ポンプ運転） 

燃料取替 

用水タンク 

ＳＦＰ 

燃料取替用水ポンプによる注水（フロントライン系） 

燃料取替用水ポ
ンプ現場盤 

非常用ピット冷却系配管 

（燃料取替用水ポンプからＳＦＰまで） 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （6/8） 
②440V AC電源 （6/8）  
③125V DC電源 （6/8）  
④100V AC計装用電源 （6/8）  
⑤CCW （8/8）  
⑥海水系 （8/8） 

具体的な系統については、  

（ ）のページに示す。 
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(4/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

燃料取替用水タンクによる水源の確保（フロントライン系） 

格納容器 

スプレイ系配管 

格納容器スプレイ冷却器 

格納容器 

スプレイヘッダ 

余熱除去冷却器 原子炉容器 

燃料取替用水タンク 

RCS 

低温側 

余熱除去系配管 

高圧注入系配管 

ほう酸注入タンク 

燃料取替用水系配管 

高圧注入系統 

格納容器 

スプレイ系統 

ＳＦＰ 

余熱除去系統 

M 

M 

M 

充てん系統 

M 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （6/8） 
②440V AC電源 （6/8）  
③125V DC電源 （6/8）  
④100V AC計装用電源 （6/8）  
⑤CCW （8/8）  
⑥海水系 （8/8） 

具体的な系統については、  

（ ）のページに示す。 
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(5/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

ＳＦＰ 

仮設ポンプによる注水（フロントライン系） 

仮設 

ポンプ 

 

 

海水等 

 

 

ホース 

各サポート系については、 
以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源 （6/8） 
②440V AC電源 （6/8）  
③125V DC電源 （6/8）  
④100V AC計装用電源 （6/8）  
⑤CCW （8/8）  
⑥海水系 （8/8） 

具体的な系統については、  

（ ）のページに示す。 
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(6/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

①6.6kV AC電源、②440V AC電源、③125V DC電源、④100V AC計装用電源 

：①6.6kV AC電源 

：②440V AC電源 

：③125V DC電源 

：④100V AC計装用電源 

系統の説明 

メタクラ 

（メタルクラッドスイッチギア） 

動力 

変圧器 

原子炉コントロールセンタ 

非常用所内電源 

外部電源 

充電器盤 

① 

計装用交流分電盤 

②-2 

③-1（母線）   

③-3（蓄電池） 

④-1（母線）   

④-2（蓄電池） 

蓄電池 
ドロッパ盤 

③-2（母線）   

②-1 

直流コントロールセンタ 

直流分電盤 計装用インバータ 

パワーセンタ 

計装用 

交流電源切替器盤 
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(7/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

非常用所内電源（サポート系） 

燃料油 

サービス 

タンク 

ディーゼル 

発電機制御盤 

ディーゼル発電機 

コントロールセンタ 

②-2：440V AC電源
（電力供給）   

⑥：海水系（内燃機関冷却） 

DG関連配管 

（燃料油配管等） 

燃料油 

移送ポンプ 

燃料油貯油槽 

ディーゼル発電機 

出力電圧計 

発電機 

①6.6kV AC 電源（メタクラ） 

安全系機器等 

③-1：125V DC電源（運転） 
③-3：125V DC電源（起動） 
④-1：100V AC計装用電源（制御） 

ディーゼル機関 

（ディーゼル発電機 

含む） 

空気だめ 

（始動空気） 
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(8/8) 各影響緩和機能の系統図（津波：SFP燃料損傷） 

⑤CCW、⑥海水系（サポート系） 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

  （ポンプ起動用（遮断器投入）） 

原子炉補機冷却水冷却器 

⑥：海水系（ＤＧの冷却） 

放水 

ピット 

海水 

原子炉補機 

冷却海水ポンプ 

原子炉補機冷却水 

サージタンク 

原子炉補機冷却水ポンプ 

非常用所内電源 

原子炉補機冷却海水 

ポンプ出口ストレーナ 

CCW 

海水系 

原子炉補機冷却水系配管 

原子炉補機冷却 

海水系配管 

S 

M 

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転） 
③-1：125V DC電源 

  （ポンプ起動用（遮断器投入）） 

⑤ 安全系機器 

常用系機器 

M 
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(1/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

非常用所内電源からの給電（フロントライン系） 

非常用所内電源からの給電 機能喪失 
10.3m 

ディーゼル発電機 失敗 

ディーゼル発電機 
コントロールセンタ 

失敗 

ディーゼル 
発電機 

コントロール 
センタ 
15.0m 

ディーゼル 
発電機制御盤 

失敗 

ディーゼル 
発電機 
制御盤 
15.0m 

 ②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

空気だめ 
（始動空気） 

（-） 

ディーゼル発電機燃料供給 失敗 

⑥海水系 
機能喪失 

10.3m 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機 

含む） 
失敗 

燃料油 
サービス 
タンク 
（-） 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機

含む） 
15.0m 

ディーゼル発電機 
出力電圧計 

17.3m 

燃料油 
移送 
ポンプ 
15.0m 

燃料油 
貯油槽 
（-） 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

運転失敗 起動失敗 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

制御失敗 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(6/11) 
②440V AC電源(6/11) 
③125V DC電源(7/11) 
④100V AC計装用電源(8/11) 
⑤CCW(10/11) 
⑥海水系(11/11) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 

： OR 条件 
 
： AND条件 
 
：サポート系 

凡例 
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(2/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

ＳＦＰ冷却系による冷却機能喪失 
10.3m 

使用済燃料ピット 
ポンプ 
失敗 

使用済燃料 
ピットポンプ 

15.0m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

使用済燃料ピット 
冷却器 
失敗 

⑤CCW 
機能喪失 

10.3m 

使用済燃料 
ピット冷却器 

（-） 

②-1 440V 
AＣ電源 
機能喪失 

10.3m 

使用済燃料 
ピットポンプ 
現場盤 
15.0m 

ＳＦＰ冷却系による冷却（フロントライン系） 

運転失敗 起動失敗 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(6/11) 
②440V AC電源(6/11) 
③125V DC電源(7/11) 
④100V AC計装用電源(8/11) 
⑤CCW(10/11) 
⑥海水系(11/11) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 



添
付
5-(2)-15 

(3/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

燃料取替用水ポンプによる注水（フロントライン系） 

燃料取替用水ポンプによる注水 
機能喪失 

10.3m 

燃料取替用水ポンプ 
17.3m 

燃料取替用水 
ポンプ 失敗 

燃料取替用水ポンプ 
現場盤 
17.3m 

②-2 440V 
AＣ電源 
機能喪失 

10.3m 

燃料取替用水 
タンク 

（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(6/11) 
②440V AC電源(6/11) 
③125V DC電源(7/11) 
④100V AC計装用電源(8/11) 
⑤CCW(10/11) 
⑥海水系(11/11) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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(4/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

燃料取替用水 
タンク 

（-） 

燃料取替用水タンクによる水源の確保（フロントライン系） 

燃料取替用水タンクによる水源の確保
機能喪失 
（-） 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(6/11) 
②440V AC電源(6/11) 
③125V DC電源(7/11) 
④100V AC計装用電源(8/11) 
⑤CCW(10/11) 
⑥海水系(11/11) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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(5/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

仮設ポンプによる注水（フロントライン系） 

仮設ポンプによる注水 
機能喪失 

31.0m 

仮設ポンプ、 
ホース等 
31.0m 

各サポート系については、以下のとおり整理した。 

①6.6kV AC電源(6/11) 
②440V AC電源(6/11) 
③125V DC電源(7/11) 
④100V AC計装用電源(8/11) 
⑤CCW(10/11) 
⑥海水系(11/11) 
具体的な系統については、( )のページに示す。 
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(6/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

①6.6kV AC電源（サポート系） 

6.6kV AC電源 
機能喪失 

10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

動力 
変圧器 
15.0m 

440V AC電源 
機能喪失 

（パワーセンタ） 
10.3m 

パワー 
センタ 
15.0m 

②440V AC電源（サポート系） 

メタクラ 
15.0m 

非常用 
所内電源 
機能喪失 

10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

動力 
変圧器 
15.0m 

440V AC電源 
機能喪失 

（原子炉コントロールセンタ） 
10.3m 

原子炉 
コントロール 
センタ 
17.3m 

パワー 
センタ 
15.0m 

②-1 ②-2 
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(7/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

電源供給 
失敗 

充電器盤 
24.8m ②-2 440V 

AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③125V DC電源（サポート系） 

125V DC電源 
機能喪失 

（直流コントロールセンタ/母線） 
10.3m 

直流コントロール 
センタ 
17.3m 

ドロッパ盤 
24.8m 

蓄電池 
24.8m 

③-1 

電源供給 
失敗 

125V DC電源 
機能喪失 

（直流分電盤/母線） 
10.3m 

直流分電盤 
15.0m 

直流コントロール 
センタ 
17.3m 

ドロッパ盤 
24.8m 

③-2 

電源供給 
失敗 

直流コントロール 
センタ 
17.3m 

ドロッパ盤 
24.8m 

充電器盤 
24.8m ②-2 440V 

AC電源 
機能喪失 

10.3m 

125V DC電源 
機能喪失 

（直流コントロールセンタ/蓄電池） 
17.3m 

③-3 
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(8/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

④100V AC計装用電源（サポート系） 

100V AC計装用電源 
機能喪失 
（母線） 
10.3m 

計装用交流電源 
切替器盤 

15.0m 

電源供給 失敗 計装用 
インバータ 

15.0m 

計装用交流 
分電盤 
15.0m 

100V AC計装用電源 
機能喪失 
（蓄電池） 

15.0m 

計装用交流電源 
切替器盤 

15.0m 

電源供給 失敗 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

計装用 
インバータ 

15.0m 

計装用交流 
分電盤 
15.0m 

④-1 

④-2 

②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 
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(9/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

非常用所内電源からの給電 機能喪失 
10.3m 

ディーゼル発電機 失敗 

ディーゼル発電機 
コントロールセンタ 

失敗 

ディーゼル 
発電機 

コントロール 
センタ 
15.0m 

ディーゼル 
発電機制御盤 

失敗 

ディーゼル 
発電機 
制御盤 
15.0m 

 ②-2 440V 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

空気だめ 
（始動空気） 

（-） 

ディーゼル発電機燃料供給 失敗 

⑥海水系 
機能喪失 

10.3m 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機 

含む） 
失敗 

燃料油 
サービス 
タンク 
（-） 

ディーゼル機関 
（ディーゼル発電機

含む） 
15.0m 

ディーゼル発電機 
出力電圧計 

17.3m 

燃料油 
移送 
ポンプ 
15.0m 

燃料油 
貯油槽 
（-） 

③-3 125V 
DC電源 
機能喪失 

17.3m 

運転失敗 起動失敗 

④-1 100V 
AC計装用電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

制御失敗 

非常用所内電源（サポート系） 
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(10/11)  

各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

⑤CCW（サポート系） 

CCW 
機能喪失 

10.3m 

原子炉補機冷却水 
ポンプ 失敗 

原子炉補機 
冷却水ポンプ 

15.0m 

⑥海水系 
機能喪失 

10.3m 

原子炉補機冷却水
冷却器 失敗 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

原子炉補機冷却水
サージタンク 

（-） 

原子炉補機冷却水 
冷却器 
（-） 

運転失敗 起動失敗 
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各影響緩和機能のフォールトツリー（津波：SFP燃料損傷） 

⑥海水系（サポート系） 

海水系 機能喪失 
10.3m 

海水ポンプ 失敗 

原子炉補機冷却 

海水ポンプ 
10.3m 

①6.6kV 
AC電源 
機能喪失 

10.3m 

③-1 125V 
DC電源 
機能喪失 

10.3m 

運転失敗 起動失敗 
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付

5-(2)-
16 

(1/2)
  

外部電源喪失

津波高さ：T.P.10.0m～10.3m未満

起因事象：外部電源喪失

* 仮設ポンプによる注水

シナリオへ移行

成功

燃料取替用水ポンプ

による注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクによ

る水源の確保

成功
冷却成功

* 仮設ポンプによる注水

シナリオへ移行

仮設ポンプによる注水

冷却成功

燃料損傷

失敗

失敗

成功

失敗

失敗

成功

非常用所内電源か

らの給電

冷却成功

SFP冷却系による冷却10.3m

10.3m

10.3m

－

31.0m

* 仮設ポンプによる注水シナリオ

成功パス①

成功パス②

成功パス③

 

 

 

 

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：SFP 燃料損傷） 
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(2/2)
  

外部電源喪失

補機冷却水の喪失

ＳＦＰ冷却機能喪失

非常用所内電源か

らの給電

津波高さ：T.P.10.3m～

起因事象：外部電源喪失

補機冷却水の喪失

ＳＦＰ冷却機能喪失

* 仮設ポンプによる注

水シナリオへ移行

SFP冷却系による冷却

成功
冷却成功

燃料取替用水ポンプ

による注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクに

よる水源の確保

成功 冷却成功

* 仮設ポンプによる注

水シナリオへ移行

仮設ポンプによる注水

冷却成功

燃料損傷
失敗

失敗

成功

失敗

失敗

成功

※破線は一度機能喪失した緩和系は回復しないという前提において、起因事象発生と同時に喪失する成功パスを示すもの

10.3m

31.0m

* 仮設ポンプによる注水シナリオ

成功パス①

 

 

  

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：SFP 燃料損傷） 
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（
1/2)  

外部電源喪失

津波高さ：T.P.10.0m～10.3m未満

起因事象：外部電源喪失

成功

燃料取替用水ポンプ

による注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクによ

る水源の確保

成功
冷却成功

燃料損傷

失敗

失敗

失敗

成功
非常用所内電源か

らの給電

冷却成功

SFP冷却系による冷却10.3m

10.3m

10.3m

－

燃料損傷

燃料損傷

成功パス①

成功パス②

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントツリーの許容津波高さおよびクリフエッジ評価（津波：ＳＦＦ燃料損傷（緊急安全対策前）） 
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（
2/2)  

外部電源喪失

補機冷却水の喪失

ＳＦＰ冷却機能喪失

非常用所内電源か

らの給電

津波高さ：T.P.10.3m～

起因事象：外部電源喪失

補機冷却水の喪失

ＳＦＰ冷却機能喪失

SFP冷却系による冷

却

成功 冷却成功

燃料取替用水ポンプ

による注水

成功

失敗

燃料取替用水タンクによ

る水源の確保

成功 冷却成功

燃料損傷

失敗

失敗

失敗

成功
10.3m

燃料損傷

燃料損傷

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントツリーの許容津波高およびクリフエッジ評価（津波：ＳＦＰ燃料損傷（緊急安全対策前）） 

 




